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令令和和４４年年度度新新潟潟大大学学授授業業暦暦

10月

 ５月 11月

６月 12月

1/13,16大学入学共通テス
ト準備・復元のため休講

８月 ２月

 ４月 
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授業週数 授業週数

第１ターム 第３ターム

第２ターム 第４ターム

第２ターム
6月13日～8月8日

第３ターム
10月3日～12月1日

第４ターム
12月5日～2月13日

第１ターム
4月7日～6月8日

学務部の主な相談窓口 

課   名 相 談 内 容 電 話 番 号 

 
 

教 務 課  

Ｇコード科目の履修手続き，試験及び

成績に関すること。 
０２５（２６２）６３０７ 
０２５（２６２）６３０８ 

 教職支援に関すること。 
０２５（２６２）５５１２ 
０２５（２６２）５５２４ 

 
課外活動及び施設使用申し込みに関す

ること。 
０２５（２６２）７５０６ 

 奨学金に関すること。 ０２５（２６２）７３３７ 

 授業料免除に関すること。 ０２５（２６２）６０８９ 

学 生 支 援 課  学生寮に関すること。 ０２５（２６２）６０９１ 

 
学生相談に関 
すること。 

学生なんでも相談室 
※１ 

０２５（２６２）７５２４ 

学生支援相談ルーム 
※２ 

０２５（２６２）５４７７ 

特別修学サポートルー

ム※３ 
０２５（２６２）６３００ 

キャリア支援課  進路情報及び進路相談に関すること。 ０２５（２６２）６０８７ 

入 試 課  入学者の選抜に関すること。 ０２５（２６２）６０７９ 

留学交流推進課  
留学に関すること。 
留学生に関すること。 

０２５（２６２）７６３１ 
０２５（２６２）７６２７ 

（備考）次の質問等は，所属する学部の学務係で相談してください。 
① 授業科目の卒業要件単位の取得方法について 
② 授業料の支払い方法について 

（授業料免除については，学生支援課で相談を受け付けています。） 
 

※１～※３の詳細は，新潟大学ホームページ＞学生生活＞学生相談窓口から以下のＵＲＬで参照くだ

さい。https://www.niigata-u.ac.jp/campus/life/consultation/ 
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第第 １１    教教養養教教育育にに関関すするる科科目目のの履履修修  

 １１  新新潟潟大大学学のの教教養養教教育育                         

  近年の環境と社会の変化は早く過酷です。この時代を生きる私たちには，惑星全体の持続

可能な在り方を考え，構築する義務が課されています。いまこそ私たちは知識を結集してそ

の姿を描き出さねばなりません。新しい価値を創造し，新しい経済の循環を促し，新しい社

会への転換に貢献することが，大学の果たすべき役割として期待されているのです。 

このような観点に立つとき，専門分野のみならず他分野について知ることの重要性が増

してきます。なぜなら，他分野の学びこそが専門分野を掘り起こす道具となり，新しい実を

育てる糧となるからです。そのようにして身につく柔軟な知識や学びの態度こそ学修者の

教養を高めるものだといえるでしょう。 

本学では，教養教育は以下のような教育目的を達成するためにあると考えています。 

 (1) 専門的な知識を，広い視野や知見の下で総合的･批判的な視点から意味づける能力   

を培う。 

 (2) 多様化した高等学校教育から大学教育への転換・導入教育として，また大学院教育   

に接続する学士課程教育として，自ら学ぶ能力を培う。 

 (3) 知識集約型社会への変化に対応した外国語運用能力，情報技術やデータサイエンス

に関する理解と運用能力（情報を読み解き，分析・運用する），学術的な文章表現の

能力（自らの考えを共有可能な形式で書き表す）について，確かな基礎を涵養する。 

これらの目的を達成するため，平成 17 年度に新しい学士課程教育システムに移行し，さ

らに平成 22 年度より，すべての学部で主専攻制度が始まりました。また，外国語科目はも

ちろん，データサイエンスの発展や学術的文章表現の必要性に対応した科目とその支援体

制も拡充してきました。 

教養教育に関しては，各学部が本学で開講される全授業科目から「教養教育に関する授業

科目」の範囲を指定し，学生がその中から自分の学修目的にかなう科目を選択履修する方法

が基本です。授業科目には，学問分野を示す分野コードと，学問分野内の位置付けを示す水

準コードが付してありますから，学生は分野・水準コードを指標にして科目を選ぶことがで

きます。所属学部の専門分野とは異なる他の分野の科目にも果敢に挑戦してください。他分

野について，ある程度体系的な学修をすることで，専門分野の学問的位置がより明確に把握

できます。また，様々な課題を多面的に理解するよう努める能力を育むこともできるでしょ

う。 

メジャー・マイナー制というしくみが，このような多様な学びを促すために整備されてい

ます。マイナーは副専攻という意味ですが，各学生が自らの学びの目標に応じて柔軟に履修

計画を立てられる部分のことを指します。副専攻の活用法は様々にありますが，これも，教

養教育の目的を達成するための重要なしくみです。多くの学生の皆さんが副専攻に挑戦す

ることを期待しています。 

 本学では，学士課程教育を専門のみならず他分野についても学ぶ分野横断的な学びをす

るものととらえています。各学部各主専攻の専門性には特色がありますので，どのようにし

て他分野を結びつけた学士課程教育を編成するかは，学部や主専攻それぞれの教育目標に

基づく判断に委ねられています。したがって，皆さんは，語学や IT や文章表現といったリ

テラシーと他分野の学びを専門分野の学びとどのように結びつけるかについて，所属学部

の方針に十分注意を向けてください。  
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２２  ２２学学期期ククォォーータターー制制ににつついいてて  

新潟大学では平成２９年度から全学生を対象に「２学期クォーター制」を導入しました。

２学期クォーター制とは，ひとつの年度を二分した第１学期・第２学期をさらに半分に分

けた「クォーター（ターム）」ごとに授業を行う制度です。 
 

4 5 6 7 8 9  10 11 12 1 2 3 

第１学期  第２学期 

第１ターム 第２ターム    第３ターム 第４ターム   

授業 授業 夏休み  授業 授業 春休み 

 
（（１１））２２学学期期ククォォーータターー制制のの導導入入ののメメリリッットト  

１つめのメリットは，留学やインターンシップ等の課外活動に参加しやすくなることで

す。計画的な履修により空白のタームを確保することで，長期の課外活動に在学したまま

で参加することができ，４年間で卒業することも可能となります。夏休み等の期間を組み

合わせることで，より長期の課外活動にも参加することが可能です。 
２つ目のメリットは，８週の授業期間で短期集中的に学修することで学修効果を高めら

れることです。 
 

（（２２））授授業業期期間間ににつついいてて  

令和４年度の授業期間は以下のとおりです。 
学期 ターム 授業期間 

第１学期 第１ターム ４月 ７日 ～  ６月 ８日 
第２ターム ６月１３日 ～  ８月 ８日 

第２学期 第３ターム １０月 ３日 ～ １２月 １日 
第４ターム １２月 ５日 ～  ２月１３日 

 
（（３３））授授業業のの開開講講形形態態ににつついいてて  

科目の特性や学修効果にあわせて１）～５）のパターンで授業を開講します。 
１１））週週１１ココママ××８８週週  

授業期間が従来の半分となることにともない，１科目当たりの単位数も半分になりま

す。このため，多くの科目は二分割された前半部分と後半部分の両方を履修すること

が基本となります。 
２２））週週２２ココママ××８８週週（（曜曜日日セセッットト開開講講））  

月曜日と木曜日，火曜日と金曜日など，授業と授業の間に期間を開けて，週２回授業

を行うもの。 
３３））週週２２ココママ××８８週週（（２２ココママ連連続続開開講講））  

１・２限連続や３・４限連続など，２つの授業時間をつなげて授業を行うもの。 
４４））週週１１ココママ××１１６６週週（（セセメメススタターー開開講講））  

従来どおりの学期単位１６週で授業を行うもの。 
５５））そそのの他他  

初修外国語など，上記以外のパターンで開講されるもの。    
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３３  教教養養教教育育にに関関すするる科科目目ととＧＧココーードド科科目目 

「教養教育に関する授業科目」となる授業科目や卒業に必要な単位数は，所属する学部の

「学部規程」に定められています。「教養教育に関する授業科目」や「専門教育に関する

授業科目」をどのように履修すべきかについては，所属する学部のガイダンスで説明があ

ります。「教養教育に関する授業科目」の修得すべき単位数は学部により異なり，様々な

パターンがあります。必ずガイダンスに出席して確認してください。 

 「教養教育に関する授業科目」のうち，学務部教務課が所管する科目をＧコード科目と

いいます。具体的な授業科目とその内容は，「授業科目開設一覧」および学務情報システ

ムの「シラバス参照」で確認することができます。Ｇコード科目は，英語，初修外国語，

健康・スポーツ，情報リテラシー，新潟大学個性化科目，留学生基本科目，大学学習法，

自然系共通専門基礎，自然科学，人文社会・教育科学及び医歯学の 11 区分に「科目区分」

し，更に「細区分」して開設します。 

 皆さんは，所属する学部が行うガイダンスをよく聞き，学部規程に従って履修計画を立

て，時間割を作成してください。 

  

（（１１））開開講講番番号号ににつついいてて  

  開講番号は，学期，科目区分によって，次の表のように付番しています。 

 

Ｇ コ ー ド 科 目 開 講 番 号 一 覧 

科 目 区 分 科目コード 
第 1 学期 第 2 学期 

第 1 ﾀｰﾑ 第 2 ﾀｰﾑ 第 3 ﾀｰﾑ 第 4 ﾀｰﾑ 
英語 ０ ２２ｘＧ０００１～ ２２ｘＧ０５０１～ 
初修外国語 １ ２２ｘＧ１００１～ ２２ｘＧ１５０１～ 
健康・スポーツ ２ ２２ｘＧ２００１～ ２２ｘＧ２５０１～ 
情報リテラシー ３ ２２ｘＧ３００１～ ２２ｘＧ３５０１～ 
新潟大学個性化科目 ３ ２２ｘＧ３２０１～ ２２ｘＧ３７０１～ 
留学生基本科目 ４ ２２ｘＧ４００１～ ２２ｘＧ４５０１～ 
大学学習法 ４ ２２ｘＧ４２０１～ ２２ｘＧ４７０１～ 
自然系共通専門基礎 ５ ２２ｘＧ５００１～ ２２ｘＧ５５０１～ 
自然科学 ６ ２２ｘＧ６００１～ ２２ｘＧ６５０１～ 
人文社会・教育科学 ７ ２２ｘＧ７００１～ ２２ｘＧ７５０１～ 
医歯学 ８ ２２ｘＧ８００１～ ２２ｘＧ８５０１～ 
 
（備考）開講番号のＧは，Ｇコード科目を示すコードです。 
    第１学期は００１番，第２学期は５０１番から始まります。 
    集中講義は，下３桁目が９００番から始まります。 
    ｘは，開講形態により値が異なります。（該当タームを示す） 
     第 1 ターム科目「２２１G～」第 2 ターム科目「２２２G～」 
     第 3 ターム科目「２２３G～」第 4 ターム科目「２２４G～」 
     セメスター科目，集中講義等「２２０G～」  
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（（２２））授授業業科科目目名名ににつついいてて    

全ての授業科目に，科目名と開講番号(授業科目を特定するための番号)が付与されて

います。同じ科目名のクラスが複数開設されている場合がありますが，原原則則ととししてて同同じじ

科科目目名名のの授授業業はは，，複複数数単単位位をを修修得得ししててもも１１つつ分分ししかか卒卒業業要要件件単単位位にに含含むむここととははででききまませせ

んん（（一一部部科科目目をを除除くく。。詳詳ししくくはは所所属属学学部部のの学学務務係係ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい））。。  

科目名の末尾に，Ａ，Ｂ，ＣやⅠ，Ⅱ等の記号が付いている科目があります。Ａ，Ｂ，

Ｃは，同じ科目名でも授業内容が異なることを意味します。Ⅰ，Ⅱは，段階的な履修が

望ましいことを意味します。つまり，Ⅱの授業は，Ⅰの授業内容を知っていることを前

提として進められます。 

また，シラバスにおいて，異なる科目名でも重複しての履修を認めていない旨の明記

がされているものについてはシラバスに従ってください。なお，「自然系共通専門基礎」

の物理学基礎については４９ページに重複履修に関する注意が記載されています。 

 

（（３３））ＧＧココーードド科科目目時時間間割割のの作作りり方方（（第第11年年次次学学生生））  

  Ｇコード科目は，語学と健康スポーツ科学実習Ⅰを除いては，原則として自分で履

修科目を選択します。 

そのため，学生の皆さんは，自分に合った個人時間割を作成し，それに沿って授業

を受けていかなくてはなりません。入学して間もない皆さんにとって，自分の時間割

を作成するのはなかなか大変なことだと思いますが，大学での勉強の第一歩として頑

張ってください。 

時間割の完成までの手順は，概ね次のようになります。 

 

 
履修ガイダンスで必要な科目や単位，手続き方法を確認します。 

疑問があれば，所属学部の学務係などで確認してください。 

 

↓ 

 
各科目の内容，学期，曜日，時限を知りたい場合は，学務情報システムの 

「シラバス参照」により確認できます。 

 学務情報システムの「履履修修関関係係操操作作手手順順書書」を参考に操作方法を確認しましょう。 

 

↓ 

 
 最初に次の科目の曜日・時限を決定してください。 

     １．学部・学科指定のある次の科目 

      a)  英語(入学時にクラス指定がされています。) 

      b) 初修外国語(入学時にクラス指定がされています。) 

      c)  健康スポーツ科学実習Ⅰ 

     ２．学部・学科で定める必修科目 

 

↓ 

 
上記以外の科目の曜日・時限を決定してください。 

 

第1希望の科目(クラス)が，定員オーバーなどの理由で，履修できないことがあ

りますので，あらかじめ第２，第３希望の科目(クラス)を検討しておいてくださ

い。 
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なお，英英語語及及びび初初修修外外国国語語ににつついいててはは，必修科目などのバッティングにより指

定されたクラスの履修ができない場合等に対応するため，履履修修相相談談室室をを設設けけてていい

まますす。。（（２２７７，，３３２２ペペーージジ参参照照））  

  

４４  ＧＧココーードド科科目目のの履履修修手手続続 

  
授業を履修するには，所定の期間に，学務情報システム(以下 Web という。)や，「聴講

取消票」により手続きを行わなければなりません。加えて，体育実技の科目については，

別に必要な手続があります。

各手続の日程は次ページ以降

で確認してください。 

 Web の操作方法について

は，学務情報システム画面左

側のリンク「「履履修修関関係係操操作作手手

順順書書」」や「操操作作手手順順（（学学生生））」

（ダウンロードアイコン内に

添付）をご覧ください。 
 
 
 

 
 
履修手続きのうち、履履修修申申請請のの作作業業はは第第１１回回目目のの授授業業日日のの前前日日ままででに行う必要がありま

す。授業実施曜日により期限が異なりますので、注意してください。 

  

履修の許可/不許可は，「履修許可確認・削除可能期間」内に Web 上で確認することがで

きます。手動抽選科目で第１回目の授業までに履修者が決定しておらず定員を大きく上回

った場合など，第 1 回目の授業の際に授業担当教員が口頭等で履修の許可/不許可を伝える

場合がありますので第 1 回目の授業に必ず出席してください。口頭等で発表された場合で

も，「履修許可確認・削除可能期間」内に Web 上で許可/不許可を必ず確認してください。 

 履修が許可されなかった場合，「履修登録追加期間」に，他の曜日・時限のその科目を

選ぶか，あるいは他の科目に変える等しなければなりません。手続きが遅れるほど履修が

許可されない場合が多いので十分注意してください。 
 また，聴講取消票で手続きを行った科目についても，正しく時間割に反映されているか

履修登録画面。 

希望する科目を，授業前日までに

登録します。 

 

 
学務情報システムのログイン画面。 

https://gakujo.iess.niigata-u.ac.jp/campusweb/ 
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を「履修許可確認・削除可能期間」内に確認してください。マークミスで，正しく処理さ

れていないというケースがたびたび起きています。疑義がある場合，この期間内であれば，

教務課教育実施係（総合教育研究棟Ａ棟１階③教務課窓口）に申し出ることにより，しか

るべき対処をすることができます。 

注意！！ 
 
 期間内にこれらの確認を怠ると，最終的には，受講していた授業の成績がつか

なかったり，身に覚えのない科目が途中放棄になっていたりと，思いもよらな

い事態が起こり得ますので細心の注意を払って作業を行ってください。 

新型コロナウイルス感染症の発生状況により，手続き日程および手続き方法

に変更が生じる場合があります。その際は学務情報システムによりお知らせし

ますので必ず確認してください。 

 

  

     

《《ココララムム》》  開開講講番番号号とと科科目目区区分分  

「「教教養養教教育育にに関関すするる科科目目」」ははＧＧココーードド科科目目だだけけじじゃゃなないい！！？？  

 
 本学で開講されるすべての授業科目には２２ｘＧＧ００００といった「開講番号」が付

けられており，開講番号に含まれる英字により，「ＨＨコード科目」，「ＧＧコード科目」な

どと呼んでいます。英字は，下記に示す学部等が主として所管する科目であることを表

しています。（詳しくは「新新潟潟大大学学授授業業科科目目開開設設一一覧覧」で確認してください。 
 

開講番号の英字 関係部局等 開講番号の英字 関係部局等 
ＡＡ 農学部 ＬＬ 法学部 
ＤＤ 歯学部 ＭＭ 医学部 
ＥＥ 経済学部／経済科学部 ＳＳ 理学部 
ＧＧ 学務部教務課 ＴＴ 工学部 
ＨＨ 人文学部 ＸＸ 創生学部 
ＫＫ  教育学部    

  
英語や初修外国語の他，主に全学部の学生を対象とした授業科目は「ＧＧコード科目」

となっていますが，他他学学部部がが所所管管すするる科科目目をを履履修修ししたた単単位位もも「「教教養養教教育育にに関関すするる科科

目目」」ににカカウウンントトさされれまますす。。ただし，学部や科目によって取扱が異なる場合がありま

すので，詳しくは所属学部の学務係にお問い合わせください。 
また，履修にあたっては授業担当教員の指示に従ってください。 

 
他学部でも履修しやすい，水準コード「０３」のものを目安に，水準コードと内容を

良く確認して，無理のない履修をお勧めします。 

6― ―



（（１１））  令令和和４４年年度度  履履修修手手続続等等のの日日程程  

※履修に関する手続きは、原則として，学務情報システム（web 画面）から行ってください。 

※授業科目は、履修者の決定方法により２種類に区分されます（自動抽選科目と手動抽選科目）。 

区分により履修者の決定する時期等が異なりますので、よく確認してください。 

 

●●第第１１学学期期                                                                    ＜時刻は 24 時間表記＞  

  第１学期 
 

第１ターム 第２ターム 

 授業期間 令和 4年 4月 7日（木）～ 

令和 4年 6月 8日（水） 

令和 4年 6月 13 日（月）～ 

令和 4年 8月 8日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

手 

 

続 

 

き 

 

等 

履修許可申請 令和 4年 4月 1日（金）～ 

令和 4年 4月 12 日（火） 

※ 

令和 4年 4月 1日（金）～ 

令和 4年 4月 12 日（火） 

 

履修許可申請は学期単位（2ターム分をまとめて）

で行います。期間終了後は申請科目の追加・変更・

削除は行えません。 

※各科目の授業曜日により申請期限が異なります。 

第 1 ターム分は第 1 回目の授業日の前日まで。 

（4 月 6 日～12 日） 

第 2 ターム分は 4 月 12 日まで。 

 

自動抽選

科目 

履修許可決定 令和 4年 4月 7日（木）～ 

令和 4年 4月 13 日（水） 

各日 0:00 ※ 

令和 4年 4月 13 日（水） 

 0:00 

※各科目の授業曜日により決定日が異なります。 

第 1 ターム分は第 1 回目の授業日の 0:00。 

（4 月 7 日～13 日の 0:00） 

第 2 ターム分は 4 月 13 日 0:00。 

 

履修科目の確

認・削除 

令和 4年 4月 7日（木）※～ 

令和 4年 4月 18 日（月） 

 

令和 4年 4月 13 日（水）～ 

令和 4年 4月 18 日（月） 

履修が許可された科目の登録を取消す場合は、「聴講取

消票」に授業担当教員の承認印が必要です。 

※各科目の授業曜日により確認可能となる日が異

なります。 

第 1 ターム分は第 1 回目の授業日以降、 

第 2 ターム分は 4 月 13 日以降に確認が可能です。 

 

手動抽選

科目 

履修科目の決

定・確認・削除 

令和 4年 4月 7日（木）～ 

令和 4年 4月 18 日（月） 

 

令和 4年 4月 13 日（水）～ 

令和 4年 4月 18 日（月） 

 

履修者の決定は、第 1回目の授業日を含め 3日以内

（第 2ターム分は 4月 15日）を目安に公開します。

履修が許可された科目の登録を取消す場合は、「聴

講取消票」に授業担当教員の承認印が必要です。 

 

履修登録追加 令和 4年 4月 16 日（土）12:00～ 

令和 4年 4月 18 日（月） 

定員に余裕がある科目のみ先着順で履修登録が可

能です。すべて「許可」状態で登録されます。 

 

履修科目の変更  令和 4年 5月 30 日（月）～ 

令和 4年 6月 20 日（月） 

第 2ターム開始時の履修科目変更は，授業担当教員

が許可した場合のみ可能。 

聴講票（聴講取消票）により対応。 

 

成績確認 令和 4年 6月 18 日（土）～ 

令和 4年 9月 30 日（金） 

令和 4年 8月 20 日（土）～ 

令和 4年 9月 30 日（金） 

令和 4 年 10 月 1 日以降，第 1 学期分の成績が成績

証明書に記載されます。 
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※履修に関する手続きは、原則として，学務情報システム（web 画面）から行ってください。 

※授業科目は、履修者の決定方法により２種類に区分されます（自動抽選科目と手動抽選科目）。 

区分により履修者の決定する時期等が異なりますので、よく確認してください。 

 

●●第第２２学学期期                                                                    ＜時刻は 24 時間表記＞  

  第２学期  

第３ターム 第４ターム 

 授業期間 令和 4年 10 月 3 日（月）～ 

令和 4年 12 月 1 日（木） 

令和 4年 12 月 5 日（月）～ 

令和 5年 2月 13 日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

手 

 

続 

 

き 

 

等 

履修許可申請 令和 4年 9月 20 日（火）～ 

令和 4年 10 月 6 日（木） 

※ 

令和 4年 9月 20 日（火）～ 

令和 4年 10 月 6 日（木） 

 

履修許可申請は学期単位で（2ターム分をまとめて）

行います。期間終了後は申請科目の追加・変更・削

除は行えません。 

※各科目の授業曜日により申請期限が異なります。 

第 3 ターム分は第 1 回目の授業日の前日まで。 

（10 月 ２ 日～10 月 6 日） 

第 4 ターム分は 10 月 6 日まで。 

 

自動抽選

科目 

履修許可決定 令和 4年 10 月 3 日（月）～ 

令和 4年 10 月 7 日（金） 

各日 0:00 ※ 

令和 4年 10 月 7 日（金） 

 0:00 

※各科目の授業曜日により決定日が異なります。 

第 3 ターム分は第 1 回目の授業日の 0:00。 

（10 月 ３ 日～10 月 ７ 日の 0:00） 

第 4 ターム分は 10 月 ７ 日 0:00。 

 

履修科目の確

認・削除 

令和 4年 10 月 3 日（月）※～ 

令和 4年 10 月 14 日（金） 

 

 

令和 4年 10 月 7 日（金）～ 

令和 4年 10 月 14 日（金） 

履修が許可された科目の登録を取消す場合は、「聴講取

消票」に授業担当教員の承認印が必要です。 

※各科目の授業曜日により確認可能となる日が異

なります。 

第 3 ターム分は第 1 回目の授業日以降、 

第 4 ターム分は 10 月 8 日以降に確認が可能です。 

 

手動抽選

科目 

履修科目の決

定・確認・削除 

令和 4年 10 月 3 日（月）～ 

令和 4年 10 月 14 日（金） 

令和 4年 10 月 7 日（金）～ 

令和 4年 10 月 14 日（金） 

履修者の決定は第 1 回目の授業日を含め 3 日以内

（第4ターム分は10月11日）を目安に公開します。

履修が許可された科目の登録を取消す場合は、「聴

講取消票」に授業担当教員の承認印が必要です。 

 

履修登録追加 令和 4年 10 月 12 日（水）12:00～ 

令和 4年 10 月 14 日（金） 

定員に余裕がある科目のみ先着順で履修登録が可

能です。すべて「許可」状態で登録されます。 

 

履修科目の変更  令和 4年 11 月 22 日（火）～ 

令和 4年 12 月 12 日（月） 

第 4 ターム開始時の履修科目変更は，授業担当教員

が許可した場合のみ可能。 

聴講票（聴講取消票）により対応。 

 

成績確認 令和 4年 12 月 10 日（土）～ 

令和 5年 3月 31 日（金） 

令和 5年 2月 21 日（火）～ 

令和 5年 3月 31 日（金） 

令和 5年 4月 1日以降，第 2学期分の成績が成績証

明書に記載されます。 
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（（２２））令令和和44年年度度　　第第11学学期期（（第第11・・22タターームム））　　履履修修手手続続日日程程（（概概略略））
【第１学期】

3月 4月 5月 6月

28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 30 31 1 2 16 17 18 19 20

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 月 火 水 木 木 金 土 日 月

入
学
式

ガ
イ
ダ
ン
ス

ガ
イ
ダ
ン
ス

授
業
開
始

第１ターム 第２ターム

1週 2週 3週 8週 8週 1週 2週

木木曜曜開開始始科科目目 ★

金金曜曜開開始始科科目目 ★

月月曜曜開開始始科科目目 ★

火火曜曜開開始始科科目目 ★

水水曜曜開開始始科科目目 ★

木木曜曜開開始始科科目目

金金曜曜開開始始科科目目

月月曜曜開開始始科科目目

火火曜曜開開始始科科目目

水水曜曜開開始始科科目目

(7週)

手
続
き
等

履履修修登登録録追追加加期期間間（（先先着着順順））

・定員に空きがある場合のみ履修登録の追加が可能です。

・web画面にて，先着順で申請となります。

履履修修許許可可申申請請期期間間

・履修申請は学期単位で行います。第１・第２ターム分をまとめて申請して

ください。

・申請の期限は授業実施曜日等により異なります。

・第１ターム分は第第１１回回目目のの授授業業日日のの前前日日ままでで。第２ターム分は4/12（火）

まで。

・★は第１回目の授業日を表します。

優優先先度度別別申申請請者者数数，，定定員員残残情情報報等等のの表表示示期期間間

・抽選方法の別，優先度別の申請者数などをweb画面に表

示します。

・履修科目選択の参考としてください。

履履修修許許可可者者決決定定おおよよびび履履修修許許可可確確認認・・削削除除可可能能期期間間

・web画面にて，履修許可／不許可を確認してください。

・履修者の決定方法には２種類あり，抽選方法により抽選結果の発

表期日が異なります（第２ターム授業科目は水曜開始授業と同様の

日程）。

自動抽選科目：第１回目の授業日のam0:00に公開

手動抽選科目：第１回目の授業日を含め３日以内を目安に公開

・登録内容に疑義がある場合は，所属学部の学務係※へ申し出てく

ださい。

・履修が許可された科目を取り消す場合は「聴講取消票」に授業担

当教員の承認印をもらい所属学部の学務係※へ申し出てください。

抽選により履修が許可された科目の取り消しはできません。

※ Ｇコード科目については教務課教育実施係

後後半半タターームム履履修修変変更更作作業業期期間間

・後半ターム（第2ターム，第4ターム）開始時の履修科目変更は，

授業担当教員が許可した場合のみ可能です。

・「聴講票」と「聴講取消票」それぞれに授業担当教員の承認印

をもらい所属学部の学務係※へ申し出てください。

※Ｇコード科目については教務課教育実施係
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（（３３））令令和和44年年度度　　第第22学学期期（（第第33・・44タターームム））　　履履修修手手続続日日程程（（概概略略））

【第２学期】
9月 10月 11月 12月

20 21 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 22 23 24 7 8 9 10 11 12

火 水 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 火 水 木 水 木 金 土 日 月

授授
業業
開開
始始

第３ターム 第４ターム

1週 2週 3週 8週 1週 2週

月月曜曜開開始始科科目目 ★

火火曜曜開開始始科科目目 ★

水水曜曜開開始始科科目目 ★

木木曜曜開開始始科科目目 ★

金金曜曜開開始始科科目目 ★

月月曜曜開開始始科科目目

火火曜曜開開始始科科目目

水水曜曜開開始始科科目目

木木曜曜開開始始科科目目

金金曜曜開開始始科科目目

手
続
き
等

優優先先度度別別申申請請者者数数，，定定員員残残情情報報等等のの表表示示期期間間

・抽選方法の別，優先度別の申請者数などをweb画面

に表示します。

・履修科目選択の参考としてください。

履履修修許許可可申申請請期期間間

・履修申請は学期単位で行います。第３・第４ターム分をまとめて申請してください。

・申請の期限は授業実施曜日等により異なります。

・第３ターム分は第第１１回回目目のの授授業業日日のの前前日日ままでで。第４ターム分は10/6（木）まで。

・★は第１回目の授業日を表します。

履履修修許許可可者者決決定定おおよよびび履履修修許許可可確確認認・・削削除除可可能能期期間間

・web画面にて，履修許可／不許可を確認してください。

・履修者の決定方法には２種類あり，抽選方法により抽選

結果の発表期日が異なります（第４ターム授業科目は金曜

開始授業と同様の日程）。

自動抽選科目：第１回目の授業日のam0:00に公開

手動抽選科目：第１回目の授業日を含め３日以内を目安

に公開

・登録内容に疑義がある場合は，所属学部の学務係※へ

申し出てください。

・履修が許可された科目を取り消す場合は「聴講取消票」に

授業担当教員の承認印をもらい所属学部の学務係※へ申

し出てください。

抽選により履修が許可された科目の取り消しはできません。

※ Ｇコード科目については教務課教育実施係

履履修修登登録録追追加加期期間間（（先先着着順順））

・定員に空きがある場合のみ履修登録の追加が可能です。

・web画面にて，先着順で申請となります。

後後半半タターームム履履修修変変更更作作業業期期間間

・後半ターム（第2ターム，第4ターム）開始時の履修科目変更は，

授業担当教員が許可した場合のみ可能です。

・「聴講票」と「聴講取消票」それぞれに授業担当教員の承認印

をもらい所属学部の学務係※へ申し出てください。

※Ｇコード科目については教務課教育実施係
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５５  ＧＧココーードド科科目目のの試試験験等等修修学学上上のの注注意意・・参参考考事事項項 

（（１１））  試試  験験 

  Ｇコード科目の試験の日時，方法(筆記試験，レポート等)は，原則として Web により

通知されます。見落としたり，見誤ると重大な不利益を被ることがありますので，十分

注意して確認する習慣をつけてください。 

   試験(レポート等を含む)において不正行為をした学生に対しては，当該試験を無効と

するだけでなく，厳しい処分が課せられます。不正行為を行わないことはもとより，机

の上に許可されたもの以外置かない，携帯電話等の電源は切って身につけない，その他

の指示に従う等，監督教員から疑惑や注意を受けることのないよう心がけてください。 
  

（（２２））  追追試試験験 

  やむを得ない理由(病気，定期運行している交通機関の遅れ，忌引等)で試験を受験で

きない者又はできなかった者には，追試験を認めることがあります。 

  ただし，そのような状況が生じた場合，直直ちちにに学学務務部部教教務務課課教教育育実実施施係係へへ連連絡絡(総合教

育研究棟Ａ棟１階③窓口，電話：０２５（２６２）６３０７又は６３０８)し，４４日日以以内内

（（土土日日・・祝祝日日をを含含ままずず））にに証証明明書書（（病病気気のの場場合合はは医医師師のの診診断断書書，，定定期期運運行行ししてていいるる交交通通

機機関関のの遅遅れれのの場場合合はは遅遅延延証証明明書書，，葬葬儀儀のの場場合合はは会会葬葬礼礼状状ななどど))をを添添ええてて，，申申請請手手続続を行わ

なければなりません。４日以内に手続きができない場合は，あらかじめ，その旨申し出

てください。 
  

（（３３））授授業業科科目目のの評評価価 

  授業科目の評価は，100 点満点をもって評価され，60 点以上を合格，59 点以下は不合

格となります。合格すると所定の単位が与えられます。 
  成績の評語及び基準は，次のとおりです。 

点数 評語 基準 

100 点～90 点 秀 授業科目の目標を超えている。 
89 点～80 点 優 授業科目の目標に十分達している。 
79 点～70 点 良 授業科目の目標に照らして一定の水準に達している。 
69 点～60 点 可 授業科目の目標の最低限を満たしている。 
59 点～0 点 不可 授業科目の目標の最低限を満たしていない。 

  

（（４４））成成績績評評価価にに対対すするる疑疑義義照照会会及及びび不不服服申申立立ててににつついいてて 
     Ｇコード科目の成績評価に対して疑義がある場合は，所定の様式により学務部教務課

教育実施係へ申し出ることにより，担当教員から回答を受け取ることができます。また，

疑義照会の回答によっても疑義が解消されない場合，別途所定様式を学務部教務課教育

実施係へ提出することにより，不服申立てを行うことができます。詳細は，７２ページ

の「留意事項」及び７３ページの「手続き等について」を参照してください。  
  

（（５５））授授業業のの欠欠席席 

  やむを得ない理由で授業に出席できない場合は，自分で授業担当教員へ申し出てくだ

さい。あらかじめ申し出ることができない場合は，後日その授業の際に申し出るように

してください。その際，欠席事由を証明できるものがあれば（医者の診断書，他の授業
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の実習要項，葬儀の際の会葬礼状など）持参してください。なお，いいわわゆゆるる公公欠欠のの制制度度

ははあありりまませせんん。。また，病気や怪我等で２週間以上続けて授業を欠席する場合は速やかに

所属する学部の学務係へ申し出てください。 
  

（（６６））履履修修のの途途中中放放棄棄 

  授業科目の中には，履修希望者が定員を著しくオーバーし，履修したくとも履修でき

ない学生が多数出ている科目があります。一方，履修許可されながら，取消手続きをせ

ず，授業に出席しない(途中放棄する)学生がいます。 

  履修科目の選定に当たっては，シラバスを良く読んで興味を持った科目に限るなど，

精選するようにしてください。また，履修を許可されたが履修しないことにした場合に

は，所定の期間内に取消手続きをしてください。取消手続きを行わない場合，途中放棄

とみなされ成績に影響します。 
  

（（７７））単単位位 

  大学での授業科目は，１単位あたり４５時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることが標準(大学設置基準第２１条第２項及び新潟大学学則第４９条)とされていま

す。そして，その計算の基準は，「講義及び演習については，１５時間から３０時間ま

での範囲で大学が定める時間の授業をもって１単位」とし，「実験，実習及び実技につ

いては，３０時間から４５時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって１単位」

としています。 

  具体的には，３０時間をもって 1 単位とする演習は，４５時間から３０時間を引いた

１５時間は授業時間外(教室外)の学修を必要とすることを意味していますので，学生は

自主的に学修を行い，学力の充実をはからなければなりません。 
  

（（８８））教教員員へへのの連連絡絡 

  後述の第６「Ｇコード科目の授業担当教員」（５７ページ～）から，当該教員の研究

室の場所を確認のうえ，訪問してください。あわせて「五十嵐キャンパス建物配置概略

図」（６７ページ）および「旭町キャンパス建物配置概略図」（６８ページ）で校舎等

の場所を確認出来ます。非常勤講師は，学内に研究室はありませんので，その教員の授

業の前後等に連絡をとってください。 

  なお，本学教員の電子メールアドレス，研究室の電話番号は，「本学ホームページ/研

究・産学連携/研究者総覧」から，または「学務情報システム内のシラバス参照（※）」

からも調べることができます。※教員氏名のリンクをクリックすると，教員の連絡先メ

ールアドレスが表示されます。 
  

（（９９））講講義義室室等等のの場場所所 

  総合教育研究棟の講義室等の場所は後述の第５「総合教育研究棟講義室・実験室等配

置図」（５４・５５ページ）を参照してください。 

  講義室等の場所がわからず遅刻することのないよう，授業開始の前までに下見をして

講義室等の位置を確認しておいてください。 
  

（（1100））授授業業中中のの注注意意 

  私語を慎み，授業途中での教室の出入りをしない，携帯電話等のマナーを守る等，他

の履修者の迷惑になることを厳に慎んでください。 
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６６  ＧＧココーードド科科目目のの履履修修手手続続のの詳詳細細  

  

  ((11))  英英  語語  

 

みなさんは小学校，中学校，高等学校での英語学習を通して，英語についての基本的知識・技

能を学んできました。新潟大学では，みなさんが入学時点で習得している一般目的の英語 

(English for General Purposes) の運用能力を基礎とし，あらゆる専門に共通する一般学術目

的の英語(English for General Academic Purposes)の運用能力と，大学生にふさわしい思考力

や表現力を養成します。これが，学部・大学院で必要とされる特定学術目的の英語 (English for 

Specific Academic Purposes) の基盤となります。 

1 年次は，第 1・第 2 タームに選択科目や自主学習で英語力を強化し，第 3・第 4 タームに一

般学術目的の英語を扱う必修科目を中心に履修します。2年次以降も中・上級の選択科目を履修

できますから，卒業までに英語の運用能力を十分に強化しましょう。なお，「英語基礎 L」と「英

語基礎 R」は「人文社会・教育科学」という区分に入る科目ですので，「英語」区分の最低履修単

位を満たす単位には利用できません。（学部学科によっては，卒業要件単位に含まれない可能性

もあります。詳しくは所属学部学科の学務係に確認してください。） 

 

＊令和２年度理学部・工学部・農学部・創生学部入学者，および令和元年度以前の入学者（全学部）

は，必修科目として履修すべき科目が異なります。詳細は所属学部の学務係に確認してください。

編入学者の履修についても所属学部の学務係に確認してください。 

 

以下に次の順で説明します。 

 

ア 英語授業科目の紹介 

    ●１年次選択科目 

    ●１年次必修科目（法学部では選択科目） 

    ●選択集中科目 

    ●その他の選択科目 

イ スーパー英語 Academic Express 3 による学習について 

ウ 学部別英語履修案内 

エ 各英語授業科目の履修登録要領 

オ 再履修者の履修登録要領 

カ 英語履修相談室 

  

アア  英英語語授授業業科科目目のの紹紹介介  

  

●●１１年年次次選選択択科科目目  

  

英英語語基基礎礎 LL  ((EEnngglliisshh  BBaassiiccss  LL))  

：：第第 11 タターームム・・週週 22 回回××88 週週授授業業（（ままたたはは第第 11・・第第 22 タターームム・・週週１１回回××1166 週週授授業業））・・11 単単位位・・11 年年

生生対対象象  

この授業では，英語の音・音変化を学びなおし，一般目的の英語（English for General Purposes）

のうち，平明な英語で話される会話やアナウンスを聴いて正確に理解する力を養成します。第 3・

4 ターム開講の必修科目「アカデミック英語入門 L」の履修に向けて，リスニングを中心とした
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基礎的な英語運用能力を補うための科目です。対象となるのは，大学入学共通テスト「英語」の

リスニングが 100 点満点中 60 点未満の学生です。それ以上の実力のある人が履修すると期待に

添えない可能性がありますので，履修は差し控えてください。 

 

※「英語基礎 L」は「人文社会・教育科学」という区分に入る科目ですので，「英語」区分の最低履修

単位を満たす単位には利用できません。（学部学科によっては，卒業要件単位に含まれない可能性

もあります。詳しくは所属学部学科の学務係に確認してください。） 

 

英英語語基基礎礎 RR  ((EEnngglliisshh  BBaassiiccss  RR))  

：：第第 22 タターームム・・週週 22 回回××88 週週授授業業（（ままたたはは第第 11・・第第 22 タターームム・・週週１１回回××1166 週週授授業業））・・11 単単位位・・11 年年

生生対対象象  

この授業では，英文法を体系的に学びなおし，一般目的の英語（English for General Purposes）

のうち，平明な英語で書かれた文章を読んで正確に理解する力を養成します。第 3・4 ターム開

講の必修科目「アカデミック英語入門 R」の履修に向けて，文法の知識やリーディングを中心と

した基礎的な英語運用能力を補うための科目です。対象となるのは，大学入学共通テスト「英語」

のリーディングが 100 点満点中 60 点未満の学生です。それ以上の実力のある人が履修すると期

待に添えない可能性がありますので，履修は差し控えてください。 

 

※「英語基礎 R」は「人文社会・教育科学」という区分に入る科目ですので，「英語」区分の最低履修

単位を満たす単位には利用できません。（学部学科によっては，卒業要件単位に含まれない可能性

もあります。詳しくは所属学部学科の学務係に確認してください。） 

  

●●１１年年次次必必修修科科目目（（法法学学部部でではは選選択択科科目目））  

  

アアカカデデミミッックク英英語語入入門門 LL  ((IInnttrroodduuccttiioonn  ttoo  AAccaaddeemmiicc  EEnngglliisshh  LL))  

：：第第 33・・第第 44 タターームム・・週週 11 回回××1166 週週授授業業・・11 単単位位・・11 年年生生対対象象（（医医学学部部医医学学科科をを除除くく））  

この授業では，一般学術目的の英語（English for General Academic Purposes）の運用能力

のうち主に聴解力を養成し，専門分野で必要となる特定学術目的の英語（English for Specific 

Academic Purposes）の土台づくりを行います。この授業では，入試成績等(*)に基づいた習熟度

別クラス編成が行われます。 

 

アアカカデデミミッックク英英語語入入門門 RR  ((IInnttrroodduuccttiioonn  ttoo  AAccaaddeemmiicc  EEnngglliisshh  RR))  

：：第第 33・・第第 44 タターームム・・週週 11 回回××1166 週週授授業業・・11 単単位位・・11 年年生生対対象象（（医医学学部部医医学学科科をを除除くく））  

この授業では，一般学術目的の英語（English for General Academic Purposes）の運用能力

のうち主に読解力を養成し，専門分野で必要となる特定学術目的の英語（English for Specific 

Academic Purposes）の土台づくりを行います。この授業では，入試成績等(*)に基づいた習熟度

別クラス編成が行われます。 

 

実実践践ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語 II  ((PPrraaccttiiccaall  CCoommmmuunniiccaattiioonn  EEnngglliisshh  II))  

：：第第 11・・第第 22 タターームム・・週週 11 回回××1166 週週授授業業・・11 単単位位・・医医学学部部医医学学科科 11 年年生生対対象象  

医学部医学科 1 年生を対象として開講され，実践的な英語運用能力，特に，一般学術目的の英

語(English for General Academic Purposes)でのリスニング力とスピーキング力を養成します。

この授業では，入試成績等(*)に基づいた習熟度別クラス編成が行われます。 
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実実践践ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語 IIII  ((PPrraaccttiiccaall  CCoommmmuunniiccaattiioonn  EEnngglliisshh  IIII))・・  

：：第第 33・・第第 44 タターームム・・週週 11 回回××1166 週週授授業業・・11 単単位位・・医医学学部部医医学学科科 11 年年生生対対象象  

医学部医学科 1 年生を対象として開講され，一般学術目的の英語(English for General 

Academic Purposes)でのリーディングとライティングにディスカッションを交えて，大学での学

習や研究に必要とされる英語の総合的な運用能力を養成します。「実践コミュニケーション英語

Ⅱ」のクラスは，「実践コミュニケーション英語Ⅰ」と同じクラスです。 

  

＊「入試成績等」とは，大学入学共通テスト成績，個別試験成績，調査書の評点等を示します。なお，

これらは習熟度別クラス編成の参考としてのみに限定して利用し，その他の目的には一切使用しま

せん。 

  

●●選選択択集集中中科科目目  

  

iiSStteepp  （（アアイイ・・スステテッッププ））  

：：第第 22 タターームム集集中中・・週週 44 回回××88 週週授授業業・・22 単単位位・・11 年年生生おおよよびび 22 年年生生対対象象  

集中英語コース iStep（Intensive Short Term English Program）では，海外での語学研修に

準じた密度の高い学習を行います。レベル別の少人数クラスで一般学術目的の英語（English for 

General Academic Purposes）の運用能力向上を目指します。（iStep 履修者は第 3・第 4 ターム

開講の iStep Extension を優先的に履修できます。）履修を希望する学生は，詳細および履修方

法について下記のリンク先を必ず参照してください。 

 

https://www.iess.niigata-u.ac.jp/eigo/english/course/course_info_new.html 

 

（新潟大学ホームページのトップページから「学部・大学院」→「教育」→「教育プログラム」

→「全学英語ポータルサイト」とたどり，そこに表示されているリンクをクリックして，左フレ

ームの「授業科目と履修案内」から閲覧することもできます。） 

  

iStep 科目とアカデミック英語入門科目の標準的な対応は下の表のとおりですが，修得単位の

取り扱いは学部により異なります。所属学部の学務係に確認してください。 

  

標標準準的的なな英英語語科科目目ととのの対対応応表表  

  

標準的な英語科目 iStep 科目 
アカデミック英語入門 L (1 単位) 
 
 
 
 

iStep (Level 1) Listening & Speaking (0.5 単位)及び 
iStep (Level 1) Presentations (0.5 単位) 
または 
iStep (Level 2) Listening & Speaking (0.5 単位)及び 
iStep (Level 2) Presentations (0.5 単位) 
または 
iStep (Level 3) Listening & Speaking (0.5 単位)及び 
iStep (Level 3) Presentations (0.5 単位) 
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アカデミック英語入門 R(1 単位) 
 

iStep (Level 1) Academic Reading (0.5 単位)及び 
iStep (Level 1) Academic Writing (0.5 単位) 
または 
iStep (Level 2) Academic Reading (0.5 単位)及び 
iStep (Level 2) Academic Writing (0.5 単位) 
または 
iStep (Level 3) Academic Reading (0.5 単位)及び 
iStep (Level 3) Academic Writing (0.5 単位) 

  

  

●●そそのの他他のの選選択択科科目目  

※ EAP 科目以外は１年生も履修できます。（医学部医学科１年生は EAP 科目の履修も可） 

  

中中級級ココミミュュニニカカテティィブブ英英語語  ((IInntteerrmmeeddiiaattee  CCoommmmuunniiccaattiivvee  EEnngglliisshh))  

：：週週 11 回回××1166 週週授授業業・・22 単単位位・・全全学学年年対対象象  

一般目的の英語（English for General Purposes）を扱い，実践的な英語運用能力の向上を目

指した学習を少人数クラスで行います。各クラスの具体的な授業内容については，シラバスを参

照してください。 

 

上上級級ココミミュュニニカカテティィブブ英英語語  ((AAddvvaanncceedd  CCoommmmuunniiccaattiivvee  EEnngglliisshh))  

：：週週 11 回回××1166 週週授授業業・・22 単単位位・・全全学学年年対対象象  

一般目的の英語（English for General Purposes）を扱い，実践的な英語運用能力の向上を目

指した学習を中級より少人数の理想的なクラス規模で行います。英語による応用力養成を図るた

めの科目です。各クラスの具体的な授業内容については，シラバスを参照してください。 

  

iiSStteepp  EExxtteennssiioonn（（アアイイ・・スステテッッププ・・  エエククスステテンンシショョンン））  

：：第第 33・・第第 44 タターームム・・週週 11 回回××1166 週週授授業業・・22 単単位位・・全全学学年年対対象象（（iiSStteepp 履履修修者者優優先先））  

第 2 タームの集中英語コース iStep を修了し，さらに一般学術目的の英語（English for 

General Academic Purposes）の実践的な運用能力向上を目指す学生向けに開講される科目です。

第 2 タームの iStep 修了者を優先しますが，定員に余裕がある場合はだれでも履修することがで

きます。シラバス検索画面の「科目名」欄に「iStep Extension」と入力することにより，容易

に検索できます。 

【開講科目の例】 科目名には全て「iStep Extension」が付いています。 

・iStep Extension: Academic Writing 

・iStep Extension: Intercultural Communication 

・iStep Extension: Presentation  ほか 

  

中中級級 EEAAPP（（IInntteerrmmeeddiiaattee  EEAAPP））  

：週週 11 回回××1166 週週ままたたはは週週 22 回回××88 週週授授業業・・22 単単位位・・22 年年生生以以上上対対象象（（医医学学部部医医学学科科はは１１年年生生可可））  

この授業では，1 年次必修科目のアカデミック英語入門科目群で培った基礎力を土台として，

一般学術目的の英語 (English for General Academic Purposes) の運用能力の強化を目指しま

す。Intermediate EAP (Listening & Speaking), Intermediate EAP (Reading), Intermediate 

EAP (Writing)が開講されます。 
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中中級級 EEAAPP  ((TTeerrmm  CCoouurrssee))（（IInntteerrmmeeddiiaattee  EEAAPP  ((TTeerrmm  CCoouurrssee))）） 

：：週週 11 回回××88 週週授授業業・・１１単単位位・・22 年年生生以以上上対対象象（（医医学学部部医医学学科科はは１１年年生生可可））  

この授業では，1 年次必修科目のアカデミック英語入門科目群で培った基礎力を土台として，

一般学術目的の英語 (English for General Academic Purposes) の運用能力の強化を目指しま

す。ターム完結型の中級 EAP です。 

 

上上級級 EEAAPP（（AAddvvaanncceedd  EEAAPP））  

：週週 11 回回××1166 週週授授業業・・22 単単位位・・22 年年生生以以上上対対象象（（医医学学部部医医学学科科はは１１年年生生可可））  

この授業では，一般学術目的の英語 (English for General Academic Purposes) の運用能力

のさらなる向上を目指します。Advanced EAP (Listening & Speaking), Advanced EAP (Reading), 

Advanced EAP (Writing)が開講されます。 

 

上上級級 EEAAPP  ((TTeerrmm  CCoouurrssee))（（AAddvvaanncceedd  EEAAPP  ((TTeerrmm  CCoouurrssee))））  

：週週 11 回回××88 週週授授業業・・１１単単位位・・22 年年生生以以上上対対象象（（医医学学部部医医学学科科はは１１年年生生可可））  

この授業では，一般学術目的の英語 (English for General Academic Purposes) の運用能力

のさらなる向上を目指します。ターム完結型の上級 EAP です。 

 

TTOOEEFFLL  iiBBTT  PPrreeppaarraattiioonn（（トトーーフフルル・・アアイイビビーーテティィーー準準備備））  

：週週 11 回回××1166 週週授授業業・・22 単単位位・・全全学学年年対対象象 

長期留学に関心がある学生のための受験準備クラスです。TOEFL iBT のスコアは英語力の証明

としてアメリカ等の留学希望先大学から求められます。第 1・2 タームと第 3・4タームに２クラ

ス開講され，学年を問わず履修できるので，早めの準備をすすめます。 

 

IIEELLTTSS  PPrreeppaarraattiioonn（（アアイイエエルルツツ準準備備））  

：週週 11 回回××1166 週週授授業業・・22 単単位位・・全全学学年年対対象象 

長期留学に関心がある学生のための受験準備クラスです。IELTS のスコアは英語力の証明とし

てイギリス等の留学希望先大学から求められます。第 1・2 タームと第 3・4 タームに２クラス開

講され，学年を問わず履修できるので，早めの準備をすすめます。 

 

※ 中級コミュニカティブ英語，上級コミュニカティブ英語，中級 EAP，上級 EAP，中級 EAP（Term 

Course），上級 EAP (Term Course)，TOEFL iBT Preparation，IELTS Preparation，iStep Extension

については，同一科目名であっても履修できる科目数に上限はありません（既に履修した科目と

同一科目名の履修を認めていない学部もあります）。ただし，同一教員で同一のシラバス内容の授

業は重ねて履修できません。なお，修得単位の取り扱いは学部学科により異なりますので，所属

学部の学務係に確認してください。 

 

※ Let's Learn College English では、Gコード英語科目をわかりやすく紹介しています。 

 

https://www.iess.niigata-u.ac.jp/eigo/english/course/course_info_new.html  

 

 

 

 

 

 

※ 大学の 1 単位の授業では週 1 時間，2 単位の授業では週 4 時間の課外学習が前提となっています。 
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イイ ススーーパパーー英英語語  AAccaaddeemmiicc  EExxpprreessss  33  にによよるる学学習習ににつついいてて 

 

新潟大学では，英語 e-learning 教材のスーパー英語 Academic Express 3 を導入しており，

自宅や大学のパソコンから 24 時間いつでも自主的に学習できるようになっています。自分のペ

ースで自分のニーズに合った学習に積極的に取り組むことで，みなさんの英語力は着実に向上す

ることでしょう。学習の始め方に関しては，新潟大学全学英語ポータルサイト等を参照してくだ

さい。 

 

新潟大学全学英語ポータルサイト： 

http://www.iess.niigata-u.ac.jp/eigo/english/ 
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ウウ  学学部部別別英英語語履履修修案案内内    令令和和４４年年度度用用  

  

英英語語のの履履修修基基準準  

新潟大学での英語の履修基準(卒業要件単位)・履修方法は学部，学科により異なり，最低履修

単位数もそれぞれ異なっています。まず自分の所属する学部，学科の履修すべき単位数を確認し

てください。 

 

学部・学科 英語の最低履修単位数 

人文学部 2 単位 

教育学部 2 単位 

法学部 指定なし 

経済科学部 2～6 単位 

理学部 2 単位 

医学部・医学科 2 単位 

医学部・保健学科 3 単位 

歯学部 2 単位 

工学部 2 単位 

農学部 2 単位 

創生学部 2単位 (英語の重点学習を選択する場合は6単位) 

 

では，これから各学部別に，どのように英語を学んだらよいのかを説明します。 

 
【【人人文文学学部部】】 
英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，１年次の第 3・第 4 タームにアカデミック英

語入門Ｌ（週１回・1 単位），アカデミック英語入門Ｒ（週１回・1 単位）を履修してください。 

アカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，入試成績等を参考にして習熟度別にク

ラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定

されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必ず第 1週目の授業に出席してください。 

 

【【教教育育学学部部】】 
英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，１年次の第 3・第 4 タームにアカデミック英

語入門Ｌ（週１回・1 単位），アカデミック英語入門Ｒ（週１回・1 単位）を履修してください。 

アカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，入試成績等を参考にして習熟度別にク

ラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定

されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必ず第 1週目の授業に出席してください。 

 
【【法法学学部部】】 
法学部では，卒業要件において，最低履修基準はありません。 

 

【【経経済済科科学学部部】】 
英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，１年次の第 3・第 4 タームにアカデミック英

語入門Ｌ（週１回・1 単位），アカデミック英語入門Ｒ（週１回・1 単位）を履修してください。 

アカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，入試成績等を参考にして習熟度別にク

ラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定
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されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必ず第 1週目の授業に出席してください。 

  

【【理理学学部部】】 

英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，１年次の第 3・第 4 タームにアカデミック英

語入門Ｌ（週１回・1 単位），アカデミック英語入門Ｒ（週１回・1 単位）を履修してください。 

アカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，入試成績等を参考にして習熟度別にク

ラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定

されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必ず第 1週目の授業に出席してください。 

 
【【医医学学部部・・医医学学科科】】 
英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，1 年次の第 1・第 2 タームに実践コミュニケ

ーション英語Ⅰ（週１回・1 単位）を履修し，第 3・第 4 タームに実践コミュニケーション英語

Ⅱ（週１回・1 単位）を履修してください。 

「実践コミュニケーション英語Ⅰ」は，入試成績等を参考にして習熟度別にクラス編成が行わ

れ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定されたクラスへ

の登録はあらかじめされていますので，必ず第 1 週目の授業に出席してください。「実践コミュ

ニケーション英語Ⅱ」のクラスは，「実践コミュニケーション英語Ⅰ」と同じクラスです。 

 
【【医医学学部部・・保保健健学学科科】】 
英語の最低履修単位は，3 単位です。 

11 年年次次第第 11 タターームムにに週週 22 回回（（ままたたはは第第 11・・第第 22 タターームムにに週週１１回回））開開講講さされれるる英英語語基基礎礎ＬＬ，，英英語語

基基礎礎ＲＲは英語力を補うための科目となっており，大学入学共通テスト「英語」のリーディングと

リスニングの合計が 120 点（6 割）未満の学生に履修をすすめます。ただし，こちらの科目を履

修しても，「英語」の単位ではなく，教養教育に関する科目の「人文社会・教育科学」の単位に

算入されますので注意してください。  

11 年年次次第第 33・・第第 44 タターームムにに開開講講さされれるるアアカカデデミミッックク英英語語入入門門ＬＬととアアカカデデミミッックク英英語語入入門門ＲＲは，

入試成績等を参考にして習熟度別にクラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通

知または掲示等で周知されます。指定されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必

ず第 1 週目の授業に出席してください。 

２２年年次次以以降降にに旭旭町町キキャャンンパパススでで「「医医療療英英語語」」（（２２単単位位））がが開開講講さされれまますす。。保健学科の各専攻が

育成する医療職者に求められるESP(特定目的のための英語)の領域での，EAP(学問のための英語)

と EOP(職業のための英語)を学習することを主目的とする科目です。看護学・放射線技術科学・

検査技術科学及びその関連分野を専門にする教員が担当します。 

 

【【歯歯学学部部】】 

英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，１年次の第 3・第 4 タームにアカデミック英

語入門Ｌ（週１回・1 単位），アカデミック英語入門Ｒ（週１回・1 単位）を履修してください。 

アカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，入試成績等を参考にして習熟度別にク

ラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定

されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必ず第 1週目の授業に出席してください。 

 

【【工工学学部部】】 
英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，１年次の第 3・第 4 タームにアカデミック英

語入門Ｌ（週１回・1 単位），アカデミック英語入門Ｒ（週１回・1 単位）を履修してください。 
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アカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，入試成績等を参考にして習熟度別にク

ラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定

されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必ず第 1週目の授業に出席してください。 

 

【【農農学学部部】】 
英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，１年次の第 3・第 4 タームにアカデミック英

語入門Ｌ（週１回・1 単位），アカデミック英語入門Ｒ（週１回・1 単位）を履修してください。 

アカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，入試成績等を参考にして習熟度別にク

ラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定

されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必ず第 1週目の授業に出席してください。 

 

【【創創生生学学部部】】 
英語の最低履修基準は 2 単位です。原則として，１年次の第 3・第 4 タームにアカデミック英

語入門Ｌ（週１回・1 単位），アカデミック英語入門Ｒ（週１回・1 単位）を履修してください。 

アカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，入試成績等を参考にして習熟度別にク

ラス編成が行われ，その結果が学務情報システムの連絡通知または掲示等で周知されます。指定

されたクラスへの登録はあらかじめされていますので，必ず第 1週目の授業に出席してください。 

※ 2 年次のスキル習得中心の科目で英語を選択する学生は，上記 2 単位に加えて，実践的英

語科目 P.A.C.E.(Program for Academic and Communicative English)科目から 4 単位分

を 2 年次に履修してください。 
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エエ  各各英英語語授授業業科科目目のの履履修修登登録録要要領領  

  

  

第第３３・・第第４４タターームム  アアカカデデミミッックク英英語語入入門門ＬＬ  

アアカカデデミミッックク英英語語入入門門ＲＲ  履履修修登登録録要要領領  

  

１）第 3・第 4 ターム開講のアカデミック英語入門Ｌとアカデミック英語入門Ｒは，習熟度別

クラス編成が行われます。 

２）第１週目は，それぞれのクラスに指定された学生と，英語履修相談室で発行された「聴講

許可願い」をもつ学生のみ履修を受け付けます。定員（40 人）に満たない場合でも，これ

らの学生以外は受け付けません。 

３）クラス指定された学生は，あらかじめ履修登録されていますので，必ず第 1 週目の授業に

出席してください。 

４）必修科目などとのバッティングにより指定学部以外のアカデミック英語入門Ｌ・アカデミ

ック英語入門Ｒを履修せざるを得ない学生は，必ず英語履修相談室で相談してください。  

  

  

第第１１タターームム・・第第２２タターームム  実実践践ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語ⅠⅠ  

第第３３・・第第４４タターームム  実実践践ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語ⅡⅡ  履履修修登登録録要要領領  

 

＊ 実実践践ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語ⅠⅠ，，ⅡⅡはは医医学学部部医医学学科科向向けけにに開開講講さされれるる科科目目でで，，そそれれ以以外外のの学学生生

のの履履修修はは認認めめまませせんん。。 

 

１）習熟度別クラス編成が行われます。 

２）第１週目は，それぞれのクラスに指定された学生と，英語履修相談室で発行された「聴講

許可願い」をもつ学生のみ履修を受け付けます。定員（40 人）に満たない場合でも，これ

らの学生以外は受け付けません。 

３）クラス指定された学生は，あらかじめ履修登録されていますので，必ず第 1 週目の授業に

出席してください。 

 

 

オオ  再再履履修修者者のの履履修修登登録録要要領領  

  

  

再再履履修修者者用用ククララススのの履履修修登登録録要要領領（（アアカカデデミミッックク英英語語入入門門 LL，，アアカカデデミミッックク  

英英語語入入門門 RR，，アアカカデデミミッックク英英語語 RR11・・RR22，，アアカカデデミミッックク英英語語 LL11・・LL22，，基基礎礎英英語語，，  

アアカカデデミミッックク英英語語 WW，，発発展展英英語語，，理理工工英英語語読読解解，，共共通通英英語語））  

 

１）アカデミック英語入門Ｌ，アカデミック英語入門Ｒ，アカデミック英語 R1・R2，アカデミック

英語 L1・L2，基礎英語，アカデミック英語 W，発展英語，理工英語読解，共通英語は再履修者を

対象としたクラスが開講されます。学部指定はありません。履修希望者は，Web 上で履修

許可申請をするとともに，必ず第 1 週目の授業に出席してください。 

２）第２タームで学外学習のため,アカデミック英語 R1，アカデミック英語 L2 を受講できない
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場合は，第４ターム以降の再履修者用クラスを受講してください。 

３）アカデミック英語 R1・アカデミック英語 L1，アカデミック英語 R2・アカデミック英語 L2 は，履修が

必要な科目と科目名の末尾の数字が同じ科目を履修してください。（例：「アカデミック英語

R2」の再履修が必要な場合は，再履修者用の「アカデミック英語 R2」を履修してください。） 

４）履修希望者が定員（アカデミック英語入門Ｌ，アカデミック英語入門Ｒ，アカデミック英

語 R，アカデミック英語 L,基礎英語は 40 人，アカデミック英語Ｗは 30 人，発展英語は 20

人，理工英語読解 40 人，共通英語 40 人）を超過した場合は，第１週目の授業時に抽選等の

方法で履修の許可・不許可が決められます。不許可となった学生は，他の曜限に開講されて

いるクラスで履修手続きをしてください。 

 
※ 令和元年度以前の【人文・教育・法・経済・医・歯学部】入学者および令和２年度以前の【理・

工・農・創生学部】入学者で，学部の卒業要件単位を満たすため本年度の英語科目の履修を

必要とする学生は，８５ページに掲載の「「令令和和元元年年度度以以前前のの【【人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済・・医医・・

歯歯学学部部】】入入学学者者おおよよびび令令和和２２年年度度以以前前のの【【理理・・工工・・農農・・創創生生学学部部】】入入学学者者のの英英語語のの履履修修方方法法

ににつついいてて」」を参照してください。 
  

カカ  英英語語履履修修相相談談室室  

  

必修科目などとのバッティングにより英語の履修手続きで著しく困難をきたしている学生は，

下記の通り履修相談室を設けますので，利用してください。 

 

期   間 ： 第１・第２ターム  令和４年４月６日（水）～４月１３日（水） 

第３・第４ターム  令和４年９月３０日（金）～１０月７日（金） 

 

時   間 ： 土日を除き随時受け付けます。回答に時間を要します。 

 

対応方法 ： ガイダンス時期に，以下のページで詳細をお知らせします。 

 

■新潟大学全学英語ポータルサイト： 

 

https://www.iess.niigata-u.ac.jp/eigo/english/contact.html 
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((22))  初初修修外外国国語語  

 

アア  学学部部別別初初修修外外国国語語履履修修案案内内 

    

初初修修外外国国語語のの履履修修基基準準 

  新潟大学での初修外国語の履修基準（卒業要件単位）・履修方法は，学部・学科によって異な

っており，最低履修単位数もそれぞれ異なっていますので，まず自分の所属する学部・学科の単

位数を確認してください。 

 

 
学部・学科 

最低履修単位数 

英語 初修外国語 

 人文学部 ２単位        ８単位 

 教育学部 ２単位      ２単位 
 法学部   指 定  な し 

 経済科学部 ２～６単位 ６～１０単位 

 理学部 ２単位       ２単位 

 医学部・医学科 ２単位        ６単位   
 医学部・保健学科 ３単位       ２単位 

 歯学部・歯学科 ２単位        ２単位   
 歯学部・口腔生命福祉学科 ２単位 ２単位 

 工学部 ２単位 ２単位 

 農学部 ２単位        ４単位   

 
創生学部 

 
２単位 

    
２単位 

    （２年次からの履修） 

                      
以上のことを理解した上で，学部別にどんなコースで，どの外国語を学んだらよいかを説明し

ます。  
                             

【【人人文文学学部部】】 

 人文学部の初修外国語の最低履修単位数は８単位ですので， 原則としてイインンテテンンシシブブ・・ココーースス

（１年間・週４回演習形式・８単位）で学ぶことになります。ただインテンシブ・コースにはド

イツ語，フランス語，ロシア語，中国語，朝鮮語の５ヶ国語しかありませんので，それ以外のイイ

タタリリアア語語，，ススペペイインン語語をを希希望望すするる場場合合は１年次でススタタンンダダーードド I／／II（１年間・週３回演習形式・６単

位）を選択し，２年次でイタリア語，スペイン語のススタタンンダダーードド III／／IV（１年間・週１回演習形

式・２単位）で残りの２単位を取得するようにしてください。 

 なお，心理・人間学プログラムを志望する学生のうち，哲学，または倫理学を学ぼうとする学

生は，専門分野との関係でドイツ語かフランス語のいずれかを選択することをお勧めします。ま

た，言語文化学プログラムを志望する学生のうち，英語圏の言語文化を学ぼうとする学生は，初

修外国語の選択は自由ですが，ヨーロッパの言語文化を学ぼうとする学生は，ドイツ語，フラン

ス語，ロシア語のいずれかを選択することをお勧めします。 
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【【教教育育学学部部】】 

 教育学部の最低履修単位数は２単位で，ベベーーシシッックク I（第１･２ターム・週１回講義形式・２単

位）を履修すれば卒業要件を満たすことになります。 
意欲のある人は，さらにベーシック II（第３･４ターム・週３回演習形式・３単位）を履修で

きます。また，ベーシック・コースの代わりに，スタンダード I／II（１年間・週３回演習形式・

６単位）を履修することも可能ですし，インテンシブ I／II（１年間・週４回演習形式・８単位）

も用意されています。 
 

【【法法学学部部】】 

 法学部は英語も含めた外国語の履修を義務づけていませんが，希望する学生は自由に履修が可

能です。 
 

【【経経済済科科学学部部】】 

 経済科学部の初修外国語の最低履修単位数は，６～１０単位です。２年次以降に選択する主専

攻プログラムの配属によって， 英語と初修外国語を合わせた外国語の最低履修単位数の合計が

１０単位，又は１２単位に分かれますが，英語２単位と初修外国語６単位を含むことは共通して

います。 
履修コースとしては，ススタタンンダダーードド I／／II（１年間・週３回演習形式・６単位）を履修するのが

標準となりますが，特に意欲のある学生は，インテンシブ I／II（１年間・週４回演習形式・８

単位）を履修することもできます 
また，スタンダードないしインテンシブを履修した後，アドバンスト・コースとして，２年次

以上向けの中級科目であるコミュニケーション（１セメスター・週１回演習形式・２単位）を履

修することも可能です。 

 

【【理理学学部部】】 

 理学部の初修外国語の最低履修単位数は２単位となっていますので，ベベーーシシッックク I（第１･２タ

ーム・週１回講義形式・２単位）を履修するのが標準となります。 意欲のある人は，さらにベ

ーシック II（第３･４ターム・週３回演習形式・３単位）を履修できます。また，ベーシック・

コースの代わりに，スタンダード I／II（１年間・週３回演習形式・６単位）を履修することも

可能ですし，インテンシブ I／II（１年間・週４回演習形式・８単位）も用意されています。 

 

【【医医学学部部・・医医学学科科】】 

 医学科の初修外国語の最低履修単位数は６単位です。希望するいずれかの言語のススタタンンダダーードド I
／／II（１年間・週３回演習形式・６単位）を履修してください。 
  

【【医医学学部部・・保保健健学学科科】】 

 医学部保健学科の最低履修単位数は２単位で，ベベーーシシッックク I（第１･２ターム・週１回講義形式・

２単位）を履修すれば卒業要件を満たすことになります。 
意欲のある人は，さらにベーシック II（第３･４ターム・週３回演習形式・３単位）を履修で

きます。 
 
【【歯歯学学部部    歯歯学学科科  //  口口腔腔生生命命福福祉祉学学科科】】 

 歯学科及び口腔生命福祉学科の最低履修単位数は２単位で，ベベーーシシッックク I（第１･２ターム・週

１回講義形式・２単位）を履修すれば卒業要件を満たすことになります。  
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意欲のある人は，さらにベーシック II（第３･４ターム・週３回演習形式・３単位）を履修でき

ます。また，ベーシック・コースの代わりに，スタンダード I／II（１年間・週３回演習形式・

６単位）を履修することも可能ですし，インテンシブ I／II（１年間・週４回演習形式・８単位）

も用意されています。 

  

【【工工学学部部】】 

 工学部の最低履修単位数は２単位で，ベベーーシシッックク I（第１･２ターム・週１回講義形式・２単位）

を履修すれば卒業要件を満たすことになります。 
意欲のある人は，さらにベーシック II（第３･４ターム・週３回演習形式・３単位）を履修で

きます。 

   

【【農農学学部部】】 

 農学部の最低履修単位数は４単位です。ただし，初修外国語の各コースは２単位，５単位，

６単位，８単位をひとつのまとまりとしていますので，農学部の学生が最低履修単位数を満たす

ためには，ベベーーシシッックク I（第１･２ターム・週１回講義形式・２単位）とベベーーシシッックク II（第３･４タ

ーム・週３回演習形式・３単位）を履修し，５単位を取得するのが標準となりますので注意して

ください。          

 学びたい初修外国語が決まっている場合は，スタンダード I／II（１年間・週３回演習形式・

６単位）を履修することをお勧めします。さらにインテンシブ I／II（１年間・週４回演習形式・

８単位）も用意されています。 
  

【【創創生生学学部部】】  

    創生学部の最低履修単位数は２単位で，ベベーーシシッックク I（第１･２ターム・週１回講義形式・２単

位）を履修すれば卒業要件を満たすことになります。 
意欲のある人は，さらにベーシック II（第３･４ターム・週３回演習形式・３単位）を履修でき

ます。また，ベーシック・コースの代わりに，スタンダード I／II（１年間・週３回演習形式・

６単位）を履修することも可能ですし，インテンシブ I／II（１年間・週４回演習形式・８単位）

も用意されています。 
創生学部の初修外国語の履修は，カリキュラムの構成上，２年次からです。 
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令令和和４４年年度度入入学学者者のの標標準準的的履履修修方方法法      
  

学部・学科 標準的な履修例 取得単位数 

  
 人文学部 

 

 インテンシブⅠ/Ⅱ     ８単位 

 スタンダードⅠ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ 

 （スペイン語・イタリア語） 

 
８単位 

 教育学部  ベーシックⅠ         ２単位 

法学部  指定なし 
 経済科学部  スタンダードⅠ/Ⅱ ６単位 

 理学部  ベーシックⅠ ２単位 

 医学部・医学科  スタンダードⅠ/Ⅱ ６単位 

 医学部・保健学科  ベーシックⅠ ２単位 

 歯学部・歯学科  ベーシックⅠ ２単位 

 歯学部・口腔生命福祉学科   ベーシックⅠ ２単位 

 工学部  ベーシックⅠ ２単位 

農学部 ベーシックⅠ＋ベーシックⅡ ５単位 

  
創生学部 

 
ベーシックⅠ 

 
２単位 

(２年次からの履修) 

    
以上の説明はあくまでも卒業要件単位を満たすためのものです。必要単位数を超えて学ぶこ

と，あるいはさらに上級のコースに進むこともできます。 

 古典語など特殊な言葉を学ぶススペペシシャャルル・・ココーーススも開講されます。第３・４ターム開講の古古代代エエ

ジジププトト神神聖聖文文字字文文を履修することもできます。履修条件や取得単位数についてはシラバス等で確

認してください。  

  

１年次第１・２タームに履修する科目は，入学手続き書類と同時に提出した「初修外国語履修

希望科目申告書」に基づき，全体を調整して決定されます。決定した履修科目はあらかじめ履修

登録されていますので，学務情報システムで確認の上，出席してください。 

 なお，１年次第３・４タームに履修する科目は，履修登録されませんので，第３・４ターム科

目の履修許可申請期間に，自身で必ず申請を行ってください。 

（創生学部の履修は２年次からです。） 

  

イイ  １１年年次次第第２２タターームムにに学学外外学学修修等等をを履履修修すするる人人のの初初修修外外国国語語選選択択  

  

新潟大学では１年次の第２タームに，インターンシップや海外での短期語学研修など学外学修

を積極的におこなうことを勧めています。 

１年次第２タームにこのような学外学修科目等を履修する予定の人は，以下のようなかたちで

初修外国語科目を履修してください。 

 

【初初修修外外国国語語２２単単位位がが必必要要なな方方】 

１年次の第２タームに学外学修を選択することをあらかじめ決めている人は，第１タームでベベ

ーーシシッックク I（週１回・１単位）を１外国語分のみ履修し，２年次に再びベベーーシシッックク Iで残り１外国

語を履修してください（２外国語の組み合わせは１年次に履修したベベーーシシッックク Iで定められてい
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たものに従ってください）。 

 

【初初修修外外国国語語４４単単位位がが必必要要なな方方】 

１年次の第２タームに学外学修を選択することをあらかじめ決めている人は，第１タームでベベ

ーーシシッックク I（週１回・１単位）を１外国語分のみ履修し，第３・４タームでベベーーシシッックク II（週３回・

３単位）を履修してください。なお，ベベーーシシッックク IIが用意されていない外国語もありますので，

科目選択の際には注意してください。 

 

【初初修修外外国国語語５５単単位位以以上上がが必必要要なな方方】 

１年次の第２タームに学外学修を選択することをあらかじめ決めている人は，第１タームでベベ

ーーシシッックク I（週１回・１単位）を１外国語分のみ履修し，第３・４タームでベベーーシシッックク II（週３回・

３単位）を履修してあわせて４単位としたあと，２年次以降に２ターム連続で開講されるベベーーシシ

ッッククププララスス（週１回・２単位）を１科目ないし２科目履修してください。なお，科目選択の際には，

一定以上のコマ数が開講されているもの（ススタタンンダダーードド以上のコースが用意されている外国語）か

ら選ぶようにしてください。 

 

このように，１年次第２タームに学外学修を選択した方は，外国語の履修形態がやや複雑にな

っていますので，４４月月とと１１００月月にに実実施施さされれるる初初修修外外国国語語履履修修相相談談（（項項目目ウウ参参照照））ににてて，，教教員員ののアア

ドドババイイススをを受受けけててくくだだささいい。。（それ以外の期間は，授業の担当教員か所属学部の学務係に問い合

わせてください。） 

  

ウウ  初初修修外外国国語語履履修修相相談談  

  

初修外国語の履修に関する相談受け付け窓口を設置します。ただし，卒業要件や専門の必修科

目とのかねあいについては，所属する学部の学務係に相談してください。 

 

日日      程程 ： 第 １･２ターム   令和４年４月５日（火）～４月１２日（火）  

第 ３･４ターム    令和４年１０月３日（月）～１０月７日（金）   

 

対対応応方方法法 ： ガイダンス時期に，以下のページで詳細をお知らせします。 

 

■新潟大学初修外国語・授業関連情報ポータル  

 

http://ow.ly/khMH50z5VPC  
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（（３３））　　公公的的語語学学検検定定のの単単位位認認定定

　本学入学前又は入学後にかかわらず次表の検定試験等において，所定の成績を得た場合は，英語また

は初修外国語に関する科目を履修したものとみなして，単位を得ることができます。

　単位認定の申請については，学部によって申請時期を設けている場合や，取り扱いが異なる場合があ

りますので，所属学部の学務係等に確認してください。

　※医学部医学科（令和４年度入学者，他）は，英語科目について単位認定を行いません。初修外国語

　　についても取り扱いが異なりますので，医学科学務係へお問い合わせください。

英英語語のの単単位位認認定定表表

科　目　名　等 単位数 科　目　名　等 単位数

２級 基礎英語 １単位 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ４単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ４単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

１級 アカデミック英語入門L 1単位 ６単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ８単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

4.5点以上
5.0点未満

基礎英語 １単位 １単位

アカデミック英語R1 0.5単位 ２単位

アカデミック英語R2 0.5単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ４単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ４単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

6.0点以上 アカデミック英語入門L 1単位 ６単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ８単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

認　定
単位数
合　計

認　定
単位数
合　計

認定科目・認定単位数

旧旧カカリリキキュュララムム

（（人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済・・医医((保保健健))･･歯歯学学部部
はは令令和和元元年年度度以以前前，，理理・・工工・・農農・・創創生生学学部部はは

令令和和２２年年度度以以前前のの入入学学者者履履修修用用））

現現行行カカリリキキュュララムム

（（人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済科科学学・・医医((保保健健))･･歯歯
学学部部はは令令和和２２年年度度以以降降，，理理・・工工・・農農・・創創生生学学

部部はは令令和和３３年年度度以以降降のの入入学学者者履履修修用用））

IELTS(International
English Language
Testing System)

実用英語技能検定

準１級

認定科目・認定単位数

検定試験等の名称 成　　績

5.0点以上
5.5点未満

5.5点以上
6.0点未満
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科　目　名　等 単位数 科　目　名　等 単位数

認　定
単位数
合　計

認　定
単位数
合　計

認定科目・認定単位数

旧旧カカリリキキュュララムム

（（人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済・・医医((保保健健))･･歯歯学学部部
はは令令和和元元年年度度以以前前，，理理・・工工・・農農・・創創生生学学部部はは

令令和和２２年年度度以以前前のの入入学学者者履履修修用用））

現現行行カカリリキキュュララムム

（（人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済科科学学・・医医((保保健健))･･歯歯
学学部部はは令令和和２２年年度度以以降降，，理理・・工工・・農農・・創創生生学学

部部はは令令和和３３年年度度以以降降のの入入学学者者履履修修用用））

認定科目・認定単位数

検定試験等の名称 成　　績

FCE アカデミック英語R1 0.5単位 ２単位

アカデミック英語R2 0.5単位

基礎英語 １単位

CAE以上 アカデミック英語入門L 1単位 ６単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ８単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

447点以上
500点未満

基礎英語 １単位 １単位

アカデミック英語R1 0.5単位

アカデミック英語R2 0.5単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 アカデミック英語R1 0.5単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

600点以上 アカデミック英語入門L 1単位 アカデミック英語R1 0.5単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

TOEFL iBT 44点以上
61点未満

基礎英語 １単位 １単位

アカデミック英語R1 0.5単位 ２単位

アカデミック英語R2 0.5単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ４単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ４単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ６単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ８単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

２単位

４単位４単位

８単位

61点以上
79点未満

79点以上
100点未満

100点以上

６単位

TOEFL ITP,
TOEFL PBT

550点以上
600点未満

ケンブリッジ大学
英語能力検定試験

500点以上
550点未満
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科　目　名　等 単位数 科　目　名　等 単位数

認　定
単位数
合　計

認　定
単位数
合　計

認定科目・認定単位数

旧旧カカリリキキュュララムム

（（人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済・・医医((保保健健))･･歯歯学学部部
はは令令和和元元年年度度以以前前，，理理・・工工・・農農・・創創生生学学部部はは

令令和和２２年年度度以以前前のの入入学学者者履履修修用用））

現現行行カカリリキキュュララムム

（（人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済科科学学・・医医((保保健健))･･歯歯
学学部部はは令令和和２２年年度度以以降降，，理理・・工工・・農農・・創創生生学学

部部はは令令和和３３年年度度以以降降のの入入学学者者履履修修用用））

認定科目・認定単位数

検定試験等の名称 成　　績

470点以上
650点未満

基礎英語 １単位 １単位

アカデミック英語R1 0.5単位 ２単位

アカデミック英語R2 0.5単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ４単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ４単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ６単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ８単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

C級 基礎英語 １単位 １単位

アカデミック英語R1 0.5単位 ２単位

アカデミック英語R2 0.5単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ４単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ４単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ６単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ８単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

TOEIC 公開テスト，
TOEIC IPテスト

650点以上
730点未満

730点以上
860点未満

860点以上

国際連合公用語英語検
定試験

B級

A級

特A級
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科　目　名　等 単位数 科　目　名　等 単位数

認　定
単位数
合　計

認　定
単位数
合　計

認定科目・認定単位数

旧旧カカリリキキュュララムム

（（人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済・・医医((保保健健))･･歯歯学学部部
はは令令和和元元年年度度以以前前，，理理・・工工・・農農・・創創生生学学部部はは

令令和和２２年年度度以以前前のの入入学学者者履履修修用用））

現現行行カカリリキキュュララムム

（（人人文文・・教教育育・・法法・・経経済済科科学学・・医医((保保健健))･･歯歯
学学部部はは令令和和２２年年度度以以降降，，理理・・工工・・農農・・創創生生学学

部部はは令令和和３３年年度度以以降降のの入入学学者者履履修修用用））

認定科目・認定単位数

検定試験等の名称 成　　績

1000点以上
1250点未満

基礎英語 １単位 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ４単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ４単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ６単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ８単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

226点以上
334点未満

基礎英語 １単位 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ４単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ４単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

アカデミック英語入門L 1単位 ６単位 アカデミック英語R1 0.5単位 ８単位

アカデミック英語入門R 1単位 アカデミック英語R2 0.5単位

中級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L1 0.5単位

上級コミュニカティブ英語 2単位 アカデミック英語L2 0.5単位

アカデミック英語W １単位

基礎英語 １単位

発展英語 ２単位

応用英語 ２単位

TEAP

334点以上
400点未満

400点

GTEC CBT

1250点以上
1400点未満

1400点
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初初修修外外国国語語のの単単位位認認定定表表

科　目　名　等 単位数

4級 　　ドイツ語スタンダードⅠA 1.5単位 ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　又は 又は
　　ドイツ語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　ドイツ語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語インテンシブⅠB １単位

3級 　　ドイツ語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　ドイツ語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　ドイツ語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語インテンシブⅡ ２単位

2級以上 　　ドイツ語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・ドイツ語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　ドイツ語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・ドイツ語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　ドイツ語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ドイツ語インテンシブⅡ ４単位

4級 　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB １単位

ドイツ語技能検定試験

実用フランス語技能検定試験

検定試験等の名称 成　　績

認定科目・認定単位数 認　定
単位数
合　計
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科　目　名　等 単位数
検定試験等の名称 成　　績

認定科目・認定単位数 認　定
単位数
合　計

3級 　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅡ ２単位

準2級以上 　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・フランス語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・フランス語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅡ ４単位

　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅡ ２単位

TEF（パリ商工会議所認定試験） レベル1
（69～203）

（つづき）
実用フランス語技能検定試験
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科　目　名　等 単位数
検定試験等の名称 成　　績

認定科目・認定単位数 認　定
単位数
合　計

（つづき） 　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
TEF（パリ商工会議所認定試験） 　　　　　　　及び 及び

　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・フランス語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・フランス語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅡ ４単位

TCF 　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅡ ２単位

　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・フランス語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・フランス語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅡ ４単位

レベル2
(204～360）以上

レベル1
（100～199）

レベル2
（200～299）以上
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科　目　名　等 単位数
検定試験等の名称 成　　績

認定科目・認定単位数 認　定
単位数
合　計

DELF A1 　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅡ ２単位

　　フランス語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・フランス語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・フランス語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　フランス語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　フランス語インテンシブⅡ ４単位

4級 　　ロシア語スタンダードⅠA 1.5単位 ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　又は 又は
　　ロシア語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　ロシア語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語インテンシブⅠB １単位

3級 　　ロシア語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　ロシア語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　ロシア語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語インテンシブⅡ ２単位

DELF　（フランス国民教育省認定フラ
ンス語資格試験）

DELF・DALF　（フランス国民教育省
認定フランス語資格試験）

ロシア語能力検定試験

DELF A2以上・
DALF C1以上
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科　目　名　等 単位数
検定試験等の名称 成　　績

認定科目・認定単位数 認　定
単位数
合　計

2級以上 　　ロシア語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・ロシア語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　ロシア語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・ロシア語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　ロシア語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　ロシア語インテンシブⅡ ４単位

筆記試験2級 　　中国語スタンダードⅠA 1.5単位 ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅠB １単位

筆記試験3級 　　中国語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅡ ２単位

　　中国語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・中国語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・中国語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅡ ４単位

HSK
（漢語水平考試）

（つづき）
ロシア語能力検定試験

筆記試験4級以上）
（5級及び6級につい
ては，180点以上
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科　目　名　等 単位数
検定試験等の名称 成　　績

認定科目・認定単位数 認　定
単位数
合　計

準4級 　　中国語スタンダードⅠA 1.5単位 ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅠB １単位

4級 　　中国語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅡ ２単位

３級以上 　　中国語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・中国語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・中国語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　中国語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　中国語インテンシブⅡ ４単位

4級 　　朝鮮語スタンダードⅠA 1.5単位 ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅠB １単位

3級 　　朝鮮語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅡ ２単位

中国語検定試験

「ハングル」能力検定試験
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科　目　名　等 単位数
検定試験等の名称 成　　績

認定科目・認定単位数 認　定
単位数
合　計

準2級以上 　　朝鮮語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・朝鮮語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・朝鮮語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅡ ４単位

1級 　　朝鮮語スタンダードⅠA 1.5単位 ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅠB １単位

2級 　　朝鮮語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅡ ２単位

3級以上 　　朝鮮語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・朝鮮語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　コミュニケーション・朝鮮語 ２単位
　　　　　　　又は 又は
　　朝鮮語インテンシブⅠA ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅠB ２単位
　　　　　　　及び 及び
　　朝鮮語インテンシブⅡ ４単位

韓国語能力試験

（つづき）
「ハングル」能力検定試験
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科　目　名　等 単位数
検定試験等の名称 成　　績

認定科目・認定単位数 認　定
単位数
合　計

6級 　　スペイン語スタンダードⅠA 1.5単位 ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　又は 又は
　　スペイン語ベーシックⅡ ３単位

5級 　　スペイン語スタンダードⅠA 1.5単位 ６単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　又は 又は
　　スペイン語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅡ ３単位

4級以上 　　スペイン語スタンダードⅠA 1.5単位 ８単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅠB 1.5単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅢ １単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅣ １単位
　　　　　　　又は 又は
　　スペイン語ベーシックⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅡ ３単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅢ １単位
　　　　　　　及び 及び
　　スペイン語スタンダードⅣ １単位

【補　足】

（１）他の大学等における授業科目の履修等又は大学以外の教育施設等における学修若しくは

入学前の既修得単位等について，新潟大学学則第５５条又は第５６条若しくは第５７条の規定

に基づき単位認定済みの科目についても，当該単位分を重複して認定しません。

（２）初修外国語については，既に単位を修得済み又は単位認定済みの授業科目がある場合は，

上記の表に定める公的語学検定の名称及び成績区分に対応する科目名等に当該科目以外に認定を

受けることができる授業科目があったとしても，当該科目と同等レベルの授業とみなし，当該

科目とは別の科目名での単位認定は行いません。

〔〔例例〕〕

ドイツ語の場合は，既に「ドイツ語スタンダードⅠ」３単位を修得済み又は単位認定済みの

場合，「ドイツ語技能検定試験」４級に合格しても，「ドイツ語ベーシックⅡ」又は「ドイツ

語インテンシブⅠ」３単位は，「ドイツ語スタンダードⅠ」３単位と同等レベルの授業とみな

しますので，「ドイツ語ベーシックⅡ」又は「ドイツ語インテンシブⅠ」３単位の単位認定は

行いません。

検定３級以上合格の場合も，同様とします。

 また，フランス語，ロシア語，中国語，朝鮮語及びスペイン語についても同様に取り扱います。

スペイン語技能検定試験
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  ((44))  健健康康・・ススポポーーツツ 

 

 ①①  体体育育実実技技  「「健健康康ススポポーーツツ科科学学実実習習ⅠⅠ」」，，「「健健康康ススポポーーツツ科科学学実実習習ⅡⅡ」」 

  アア  履履修修のの方方法法 

  ・第１学期（第１・２ターム）及び第２学期（第３・４ターム）に開講される「健康

スポーツ科学実習Ⅰ」は，全学部の第１年次学生が対象です（法学部・経済科学部･

理学部・創生学部は必修ではありません）。学部又は学部・学科で指定されていま

すので，指定されたコースを履修してください。 
  ・第１年次学生対象である「健康スポーツ科学実習Ⅰ」は，基本的に第１学期（第１

・２ターム）に開講しますが，教育学部，工学部の約半数は第２学期（第３・４タ

ーム）に開講しますので，時間表に指定された学部・学科に従って履修してくださ

い。 

  ・「健康スポーツ科学実習Ⅰ」を履修せずに，「健康スポーツ科学実習Ⅱ」のみの 

   履修で「健康スポーツ科学実習Ⅰ」の単位に代替することはできません。ただし， 

   学部によっては，「健康スポーツ科学実習Ⅰ」の履修手続きをした後，特別な事由 

   により単位不認定となった場合は，その後「健康スポーツ科学実習Ⅱ」の履修で「健 

   康スポーツ科学実習Ⅰ」の単位に代替することができます。そのような必要が生じ 

   た場合は，所属学部の学務係に申し出てください。 

  ・第１学期（第１・２ターム）及び第２学期（第３・４ターム）に開講される「健康

スポーツ科学実習Ⅱ」は，全学部の学生が自由に履修できます。「健康スポーツ科

学実習Ⅱ」の履修は第２年次以降の学生を優先としますが，コース定員に余裕があ

る場合は，第１年次学生も履修することができます。 

   
イイ  履履修修登登録録ななららびびにに受受付付    

  ・第第１１学学期期（（第第１１・・２２タターームム））開講の「健康スポーツ科学実習Ⅰ」及び「健康スポー

ツ科学実習Ⅱ」については，授業時間表に従い登録してください。授業開始第１週

目（４月７日～１３日）はそれぞれの授業実施曜限に第第１１体体育育館館に集合してくださ

い。そこで受け付けの確認を行います。第２週目以後の履修登録の指示は，各コー

スとも時間表に定めた実施場所で行います。 

 ・第第２２学学期期（（第第３３・・４４タターームム））開講の「健康スポーツ科学実習Ⅰ」及び「健康スポー

ツ科学実習Ⅱ」についても第１学期（第１・２ターム）に準じます。授業開始第１

週目（１０月３日～７日）はそれぞれの授業実施曜限に第第１１体体育育館館に集合してくだ

さい（ただし「健健康康ススポポーーツツ科科学学実実習習ⅡⅡ（（剣剣道道））」および「健健康康ススポポーーツツ科科学学実実習習

ⅡⅡ（（ススキキーー））」についてはシラバスで集合場所を確認してください。）。そこで受

け付けの確認を行います。第２週目以後は，時間表に定めた実施場所で行います。 

   

※第１学期の月曜日１限，水曜日４限「健康スポーツ科学実習Ⅰa」（第１ターム）お

よび「健康スポーツ科学実習Ⅰb」（第２ターム）の授業は履修においては第１ター

ムと第２タームについて異なる教員の授業を履修してください。両タームにおける

同一教員の授業の連続履修は認められません。今年度は「第 1 ターム月曜日 1 限と
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第 2 ターム水曜日 4 限」の組み合わせ，あるいは「第 1 ターム水曜日 4 限と第 2 タ

ーム月曜日 1 限」の組み合わせで履修することになります。 

 
ウウ  授授業業内内容容及及びびススポポ－－ツツ種種目目 

  ・「健康スポーツ科学実習Ⅰ」及び「健康スポーツ科学実習Ⅱ」の各授業の詳しい 

   内容については，学務情報システムのシラバスを参照してください。 

  ・第１学期（第１・２ターム）の「健康スポーツ科学実習Ⅱ」のスポ－ツ種目は，ゴ

ルフ，ソフトボールが開講されます。また，集中講義として野外活動が開講されま

す。 

  ・第２学期（第３・４ターム）の「健康スポーツ科学実習Ⅱ」のスポ－ツ種目は，剣

道，トレーニング，卓球，スキーが開講されます。 
   

エエ  単単位位等等 

    体育実技は，履修合格すると１単位取得できます。 
    なお、「健康スポーツ科学実習Ⅰa」および「健康スポーツ科学実習Ⅰb」は各タ

ームで履修合格すると、それぞれ０.５単位取得できます。 
    ただし，「「健健康康ススポポーーツツ科科学学実実習習ⅡⅡ」」ににつついいててはは，，取取得得ししたた単単位位がが卒卒業業にに必必要要なな

単単位位数数にに加加算算さされれなないい学学部部やや学学科科ががあありりまますすののでで注注意意ししててくくだだささいい。。  

ままたた，，「「健健康康ススポポーーツツ科科学学実実習習ⅠⅠ」」とと「「健健康康ススポポーーツツ科科学学実実習習ⅠⅠa おおよよびび b」」はは

同同じじ科科目目ででああるるたためめ重重複複履履修修ででききまませせんん。。 
 

オオ  運運動動制制限限者者 

    「健康スポーツ科学実習Ⅰ」を履修する者で，疾病等による運動制限者は，あら 

   かじめ所属する学部の学務係へ申し出て指示を受けてください。状況に応じて適切 

   な履修の方法を指導します。 

   
カカ  用用具具，，服服装装 

・スポーツ種目の用具のうち，剣道の竹刀，ゴルフのシューズと手袋，スキー用具（希

望者にはレンタルスキーの斡旋をします）等は，学生が各自用意してください。そ

の他の種目の用具類は，大学で用意します。用具の購入については，履修を許可さ

れた後に担当教員の指示に従ってください。 

  ・授業時の服装は運動着を基本とします。平服，ジーンズはさけ，運動のしやすい 

   服装で臨んでください。 

  ・体育館は土足禁止です。屋内用運動靴を各自用意し，体育館入口で履きかえてくだ

さい。 
 

キキ  そそのの他他 

    体育実技は，出席を重視します。授業時間数の３分の２以上の出席を必要としま

す。 
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 ②②  体体育育講講義義  「「健健康康ススポポーーツツ科科学学講講義義」」 

   アア  履履修修のの方方法法 

    教育学部は必修であり，第１年次の第１学期（第１・２ターム）又は第２学期（第

３・４ターム）のいずれかの指定された科目を履修してください。 

     教育学部以外の学部は，自由選択であり，年次にかかわらず履修できます。全学 

   部と付記されている科目，又は学部指定科目でも定員に余裕があるクラスで履修で 

   きます。 

       なお，教員免許状の取得を希望する者は，健康スポーツ科学講義の単位を取得す 

   る必要があります。 

   
イイ  履履修修登登録録ななららびびにに受受付付 

       第１学期（第１ターム），第２学期（第３ターム）とも Web 上で履修許可申請を

するとともに，必ず第１回目の授業に出席してください。第１回目の授業実施講義

室で受け付けの確認を行います。 

       なお，第１学期（第１・２ターム）火曜日４限，水曜日４限又は第２学期（第３

・４ターム）水曜日４限，木曜日２限に実施される「健康スポーツ科学講義 a」お

よび「健康スポーツ科学講義 b」とも Web 上で履修許可申請をするとともに，必ず

第１ターム又は第３タームの第１回目の授業に出席してください。第１回目の授業

実施講義室で，第１・２ターム又は第３・４タームを含めた履修ガイダンスと受け

付けの確認を行います。 

 
ウウ  単単位位等等 

    「健康スポーツ科学講義」を履修合格すると，２単位取得できます。 
    なお，第１学期（第１・２ターム）火４，水４又は第２学期（第３・４ターム）

水４，木２に実施される「健康スポーツ科学講義 a」および「健康スポーツ科学講

義 b」は履修合格すると各タームにおいて、それぞれ１単位取得できますが，「「ａａ」」

とと「「ｂｂ」」ををセセッットトでで受受講講すするるここととをを原原則則ととししまますす。。 
ままたた，，「「健健康康ススポポーーツツ科科学学講講義義」」とと「「健健康康ススポポーーツツ科科学学講講義義 a おおよよびび b」」はは同同じじ

科科目目ででああるるたためめ重重複複履履修修ででききまませせんん。。 
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((55))    留留学学生生基基本本科科目目 

  

１１））  受受講講にに必必要要なな日日本本語語能能力力 

 留学生基本科目は，外国人留学生と日本が母語ではない学生のための科目です。新潟大学

での一般の授業についていくためには，入学する前に中上級レベル以上の日本語運用能力が

必要です。具体的には最低でも JLPT‐N２（日本語能力検定試験２級）合格以上の日本語力

が必要だということです。それは，大学での授業のほとんどが日本語で実施されているから

です。実際は，授業を受講するには JLPT-Ｎ１合格以上の日本語力が必要です。そうしない

と，授業の内容を理解したり，レポートを作成したりすることが，とても大変になります。

日本語力に不安がある学生，日本語力をもっとアップしたい学生のために，目的別にいくつ

かの日本語科目が開設されています。 

 

２２））  日日本本語語科科目目ににつついいてて  

新潟大学が提供する日本語科目の大きな特徴は，自然な日本語を用いてコミュニケー

ションができることを第 1 の目標としています。そのため，日本語による表現を，その表

現が用いられている環境も含めてそのまま丸覚えすることをどのクラスでも求めていま

す。 

実際に提供されている科目には，口頭運用能力アップを目指す科目（日本語 Step1-6），

論文やレポート作成のための作文力アップを目指す科目（日本語作文Ⅰ—Ⅳ），日本語能力

検定試験合格を目指す科目（JLPT-N1/N2），日本語での情報収集と日本語語彙力アップを

目指す科目（日本語読解Ⅰ－Ⅵ）と，日本語の文法を英語・中国語で解説する科目（日本

語文法解説）があります。ただし，どの日本語科目にも定員があります。また，科目によ

って定員は違いますので，受講したい科目の定員について必ず確認し，受講の手続きをし

てください。 

なお，日本語科目受講については，動画による説明が新潟大学のホームページに掲載さ

れますので，必ずこの動画を見て，詳細について確認してください。 

 
３３））  日日本本事事情情科科目目ににつついいてて 

  「日本語」ではなく「日本」について学ぶための科目です。開講科目は，日本事情人文

系/日本事情社会系/日本事情自然系の３種類です。授業は全て日本語で実施されます。授

業の内容を理解するには，Ｎ２レベルか，それ以上の日本語力が必要です。 

   

４４））  日日本本人人ととのの共共修修科科目目 

  留学生基本科目ではありませんが，Ｇコード科目の中にアクティブラーニング，多文化

間共修，日本と外国人という科目も開講しています。これらの授業科目では，日本人学生

と一緒に議論しながら，様々な角度から日本について学ぶことができます。詳しくはシラ

バスを参照してください。 
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((66))  自自然然系系共共通通専専門門基基礎礎  

 

幅広い自然科学の確かな知識を持つことは，柔軟な発想や鋭い直観力・的確な判断力

を身につけるために大切なことです。自然系共通専門基礎科目は，学生の皆さんが高

校時代に学習した事柄をより確実な知識とし，さらに，自然系学部（理，工，農，医，

歯の各学部および教育学部の一部）における専門教育へスムーズに接続できるよう，意

図されています。卒業に必要な単位数は学部・学科ごとに定められていますので，そ

れぞれの履修指導に従ってください。 

以下，五つの分野（数学・統計学，物理学，化学，生物学，地学）のうち，特に説明

が必要と考えられる数学・統計学および物理学について，履修上の注意を記します。 

 

数数学学・・統統計計学学のの履履修修上上のの注注意意  

「解析学基礎 1, 2」と「数学基礎 A1, A2」はどちらも微分積分学です。 

「解析学基礎 1, 2」の方はこれからも数学を学ぼうとする学生向けにレベルを高く設定

しています。数学の科目「解析学基礎 1, 2」，「数学基礎 A1, A2」，「数学基礎 B1, 

B2」，「統計学基礎 1 ,2」はそれぞれ，「1」と「2」の内容が繋がっているため，「1」

に引き続き「2」の履修を推奨します。 

 

物物理理学学のの履履修修上上のの注注意意  

 物理学では，高校での物理の履修歴や習熟度，また，所属学部・学科における多様な

ニーズなどに対応するため，複数のコースに分かれて学びます。 

 

アア  履履修修ココーースス別別のの科科目目案案内内 

【【入入門門ココーースス】】（（２２単単位位）） 

対象: 高校で物理を履修していない（履修したが習熟していない場合も含む）が，物

理学に関する最小限の素養をつけたい学生向け。 

科目: 「物理学基礎Ｄ」（２単位）が第１学期，第２学期に各１クラスずつ開講され

ます。物理学の包括的な内容（力学，熱と波動，電磁気）を扱います。 

注意: 平平成成２２９９年年度度以以降降入入学学のの理理学学部部生生でで，，理理科科教教員員免免許許取取得得希希望望者者はは必必修修でですす。。

その他の場合，物理学基礎Ａ，Ｂ，Ｃとの重複履修は原則として認めません。 

 

【【ＡＡココーースス】】（（４４単単位位）） 

対象: 原則として高校で物理を履修しており，これからも物理学を専門的に学ぼう

とする学生向け。（工学部，医学部医学科，歯学部歯学科を除く。） 

科目: 第１学期に「物理学基礎ＡⅠ」（２単位，２クラス），第２学期に「物理学基

礎ＡⅡ」（２単位，１クラス）が開講されます。質点の力学および質点系・剛

体の力学を，微分方程式の解法などの関連する数学的技法とともに扱います。 

  

【【ＢＢココーースス】】（（４４単単位位）） 

対象: 工学部生，および，その他の自然系学部で，将来，それぞれの分野で物理の基
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礎知識を役立てようとする学生向け。（医学部医学科，歯学部歯学科を除く。） 

科目: 「物理学基礎ＢⅠ」（２単位，５クラス），「物理学基礎ＢⅡ」（２単位，４

クラス）が開講されます。力学（振動・波動の初歩を含む）を扱います。 

注意:  平平成成２２９９年年度度以以降降入入学学のの工工学学部部生生ははＢＢココーーススをを受受講講ししててくくだだささいい。。登録にあ

たっては，分野（力学，情報電子，化学材料，建築，融合領域）ごとにクラス

が指定されていますので，指示に従ってください。 

 

【【ＣＣココーースス】】（（４４単単位位）） 

対象: 医歯学分野で必要な物理の基礎を修得しようとする学生向け。主として医学

部医学科および歯学部歯学科が対象です。（医学物理士養成コースを目指す医

学部保健学科学生も含みます。） 

科目: 第１学期に「物理学基礎ＣⅠ」（２単位），第２学期に「物理学基礎ＣⅡ」（２

単位）が各１クラス開講されます。 
 

イイ  重重複複履履修修にに関関すするる注注意意  

Ａ，Ｂ，Ｃの各科目（例えば，ＡＩ，ＢＩ，ＣⅠ）を重複して履修することは原則

として認めません。ただし，Ｂコースで力学の基礎的（basic な）内容を学んだ後，

さらに進んだ（advanced な）内容をＡコースで学習することは，例外的に認めること

があります。授業担当教員に相談してください。（逆に，Ａコースの科目を修得済み

の場合にＢコースの科目を履修することは認めません。） 

  

((77))  情情報報リリテテララシシーー，，新新潟潟大大学学個個性性化化科科目目，，大大学学学学習習法法，，自自然然科科学学，，人人文文社社会会・・教教育育科科学学  

及及びび医医歯歯学学  

 

  情報リテラシー，新潟大学個性化科目，大学学習法，自然科学，人文社会・教育科学 

及び医歯学の授業科目を履修しようとする場合，あらかじめシラバスをよく読んで講義

の内容を的確に把握しておくことが大切です。また，学部指定があるものについては，

その指定に従ってください。 
 
 
 
第第２２  教教育育職職員員免免許許状状（（幼幼･･小小･･中中･･高高等等学学校校等等のの教教諭諭のの免免許許状状））のの

取取得得ににつついいてて  

 

本学においては，教員養成を主たる目的としている教育学部はもとより，人文学部，法

学部，経済科学部，理学部，工学部及び農学部にあっても，教育職員免許法及び教育職員

免許法施行規則に定める所要の単位を修得すること等により，卒業時に教育職員免許状を

取得することができます。 

 取得できる免許状の種類と教科，及び取得するための要件と履修方法は学部により異な

りますので，所属する学部の学生便覧やガイダンス等で確認してください。 
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第第３３  新新入入生生のの修修学学上上のの留留意意事事項項  

  １１  学学生生証証   

 入学時に交付された学生証は，在学中における新潟大学学生としての身分を証明する唯

一のものですので，常に携帯してください。学生証を携帯していないと試験を受験できな

いことはもちろんのこと，各種証明書の発行，図書館など本学施設の利用ができないこと

があります。 

 学学生生証証をを汚汚損損・・破破損損，，紛紛失失ししたた場場合合はは，，速速ややかかにに所所属属すするる学学部部のの学学務務係係（（医医学学部部及及びび歯歯

学学部部のの第第 11 年年次次学学生生はは学学務務部部教教務務課課（（総総合合教教育育研研究究棟棟１１階階③③番番窓窓口口))))でで再再発発行行のの手手続続ききをを

ととっっててくくだだささいい。。 

    ななおお，，再再発発行行ににはは所所定定のの費費用用（（２２,,２２００００円円程程度度））ががかかかかりりまますすののでで紛紛失失やや破破損損にに注注意意

ししててくくだだささいい。。  

  ２２  在在籍籍番番号号  

 在籍番号は，自分の学籍を示すもので，原則として卒業まで同一の番号となります。 

 在籍番号は，履修手続，試験の答案，諸届出，各種証明書の申込みなどに必ず記入する

ものです。また，在籍番号だけで手続する場合もあり，氏名に代わるものとなるため，正

確に記憶しておいてください。 

  ３３  学学生生へへのの連連絡絡・・通通知知  

 授業及び試験などの周知を要する事項は，学務情報システムの連絡通知や教務課掲示板

(総合教育研究棟学生玄関正面)を利用して行います。また，Ｄ棟廊下に各学部掲示板があ

り，各学部生に向けた掲示を行っています。 
連絡等の内容は，皆さんが学生生活を送る上で密接な関係をもっており，注意を怠ると

思わぬ不利益を被ることがあるので，一日一回は確認してください。 
なお，急を要する場合は，電話で連絡することがあります。学務情報システムの学生情

報に登録(入力)する連絡先は正確に，かつ最新の内容にしておいてください。 

４４  健健康康保保険険証証 

 自宅外から通学する学生の中で，被保険者証（家族・被扶養者等）を持っていない人は，

遠隔地被保険者(被扶養者)証(国保の場合は，学被保険者証)の交付を受けておいてくださ

い。この被保険者(被扶養者)証は，在学中において疾病等で医師の診察を受け診療費を支

払ったとき，被扶養者として保険が適用されます。 

  ５５  学学生生教教育育研研究究災災害害傷傷害害保保険険 

 「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）は，大学の正課中，学校行事中，課外活動中

及び学校施設内における休憩中並びに通学中(大学施設間の移動中も含む)に発生した不慮

の事故を補償範囲とした学生のための全国的な制度です。 
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 また，学研災付帯賠償責任保険として「学生教育研究賠償責任保険」（学研賠）があり，

大学の正課中，学校行事や課外活動として認められたインターンシップ，介護体験活動，

教育実習，保育実習，ボランティア活動及びその往復途中で，他人にケガをさせたり，他

人の財物を損壊したことにより被る法律上の損害賠償を補償範囲とした学生のための全国

的な制度です。ここれれららはは安安いい保保険険料料でで，，よよりり多多くくのの補補償償がが得得らられれるるよよううににととのの趣趣旨旨でで運運営営さされれてて

いいまますす。。新新入入生生はは，，全全員員がが加加入入すするるよよううににししててくくだだささいい。。(教育実習や就業体験(キャリアイン

ターンシップ)に参加する学生は，これらの保険の加入が必須条件です。ただし，臨床実習

や看護実習等の医療関連実習は，除きます。) 

 保険加入の確認(*)及び保険金請求については，学生支援課学生なんでも相談室(総合教

育研究棟 A 棟 1 階)へお問い合わせください。 

* 保険に加入しているかどうかは，学務情報システムの学生カルテ＞学研災・学研賠情報

画面からも確認できます。 

  ６６  盗盗難難にに注注意意 

 残念なことですが，学内において盗難が頻発しています。現金，貴重品は常に身につけ

るなど各自で対策をお願いします。特に体育実技の授業においては，更衣室の鍵のかかる

ロッカーを利用するか体育教員の指示に従って保管するようにしてください。万一盗難に

あった場合には，所属する学部の学務係又は，学生支援課学生係に届け出てください。 

  

 

第第４４  総総合合教教育育研研究究棟棟のの諸諸施施設設のの利利用用等等  

 Ｇコード科目の多くの授業は，総合教育研究棟で行われます。Ｇコード科目を履修して

いる間(第１年次と第２年次が多いと思います。)は，総合教育研究棟の施設，設備等を使

用する機会が多くありますので，以下確認してください。  

 

  １１  校校舎舎出出入入口口のの開開錠錠及及びび施施錠錠のの時時間間  

  総合教育研究棟の各出入口の，開錠・施錠時間は次のとおりです。 

 開錠時刻 施錠時刻 

平 日 ７時３０分 １９時００分 

休 日 終日施錠 

   
なお，施錠時間帯であっても，各出入口（５４・５５ページの配置図を参照）から退出

することはできます。また，授業，研究や講義室等の使用許可を受けた課外活動等で必

要な場合を除き，施錠時間帯は建物から速やかに退出してください。 
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    ２２  施施設設のの利利用用 

学学生生談談話話室室（（DD 棟棟 22 階階及及びびＡＡ棟棟１１階階）） 

自由に使用できます。整理・整頓を心がけて使用してください。使用後は冷暖房機（エ

アコン）のスイッチを切るなど，省エネを心がけてください。 

    ３３  学学生生掲掲示示板板のの使使用用等等  

総合教育研究棟内の学生掲示板の使用を希望する場合は，学生支援課学生係(総合教育研

究棟Ａ棟１階②番窓口)にお問い合わせください。 

   ４４  そそのの他他のの注注意意事事項項 

（（１１））  忘忘れれ物物・・落落ととしし物物 

キャンパス内での忘れ物・落とし物については，教務課④窓口横の棚に保管してい

ます。ただし，個人が特定できるものや貴重品等は学生支援課学生係(総合教育研究棟

Ａ棟１階②番窓口)で別途保管していますので，お問い合わせください。 

  

（（２２））  自自転転車車のの駐駐輪輪場場 

駐輪場は，総合教育研究棟正面玄関前，学生玄関脇(第 1 学生食堂西側)及び学生広

場下にあります。歩行者または障がいを有する方の通行の妨げとなりますので，歩道

上及び点字ブロック上には駐輪しないでください。 

また，自動二輪車・原動機付自転車は構内への乗り入れ禁止です。指定の駐輪場に

駐輪してください。 

 
（（３３））  禁禁  煙煙 

   キャンパス内全面禁煙となっています。 

 
（（４４））  ごごみみ収収集集・・リリササイイククルル 

   ゴミ・資源は分別収集しています。所定のゴミ箱へ，指示に従って分別してくださ

い。 
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第第５５　　総総合合教教育育研研究究棟棟講講義義室室･･実実験験室室等等配配置置図図　　
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棟　名 室番号 名　　     　称 棟　名 室番号 名　   　　  称

１ 階 学生談話室 １ 階 教育・学生支援機構

〃 学生支援課 Ｃ200 第１化学実験室

〃 学生なんでも相談室 Ｃ202 第２化学実験室

〃 教務課 ２階 学生談話室

〃 教職支援事務室 Ｄ200 講義室

〃 学生支援相談ルーム Ｄ201 講義室

〃 レポート提出用ボックス ２階 キャリアセンター/キャリア支援課

〃 資料配付ボックス 〃 連携教育支援室・大学院支援室

A200 非常勤講師控室 〃 入試課

Ａ201 物理学第３実験室 ３階 コモンリテラシーセンター/留学センター

Ａ202 物理学第１実験室 Ｄ307-313 留学センター教室（第１～８教室）

Ａ203 地学第２実験室 ３階 留学交流推進課

Ａ204 地学第１実験室 D303 創生学部学修室①

Ａ205 地学第３実験室 ３階 創生学部学務係/人文学部学務係

Ａ206 地学第４実験室 Ｅ Ｅ260 講義室

Ａ207 物理学第５実験室 F270 講義室

Ａ208 物理学第２実験室 F271 講義室

Ａ209 物理学第４実験室 F272 講義室

A210 F273 講義室

A211 学生相談室 F274 講義室

Ｂ251 講義室 F275 講義室

Ｂ252 講義室 F370Ａ 創生学部学修室②

Ｂ253 講義室 F370Ｂ 創生学部学修室③

Ｂ254 講義室 F371 講義室

Ｂ255 講義室 F372 講義室

Ｂ256 講義室 F373 講義室

Ｂ258 講義室 F374 講義室

Ｂ350 講義室 F375 講義室

Ｂ351 講義室 G210 生物学準備室

Ｂ352 講義室 G211 体育準備室

Ｂ353 講義室 G212 生物学実験室

Ｂ354 講義室 G213 体育測定室

Ｂ355 講義室 G310 ＬＬ教室

Ｂ356 講義室 G311 演習室

Ｂ358 講義室 G312 演習室

Ｂ360 外国語学習支援室 G313 講義室

Ｂ450 演習室 G315 外国語演習室

Ｂ451 講義室 G410 第１視聴覚教室

Ｂ452 ダブルホーム部門教室 G413 視聴覚準備室

Ｂ453 講義室 G415 第２視聴覚教室

Ｂ454 ダブルホーム部門教室

Ｂ455 講義室

Ｂ457 講義室

５ 階 多目的ルーム

〃 プレゼンルーム

〃 スタジオ

〃 ＰＢＬシアター

総総合合教教育育研研究究棟棟講講義義室室・・実実験験室室等等一一覧覧

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ
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授授業業担担当当教教員員 所所　　　　属属 研研究究室室
英英　　語語 秋　　孝道 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階

市橋　孝道 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
江畑　冬生 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟F棟５階
太田　絋史 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟５階
大竹　芳夫 人文社会科学系（人文学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟４階
北田　伸一 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
高橋　康浩 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
平野　幸彦 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
Ｇ．ハドリー 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
岡村　仁一 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
加藤　茂夫 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
辻　　照彦 人文社会科学系（教育学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟４階
本間　伸輔 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
松澤　伸二 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
山田　陽子 人文社会科学系（教育学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟４階
Ｃ．ハンナ 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
キム　ジュニアン 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
小山　　諭 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎Ｂ棟２階
小林　公一 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎Ａ棟１階
佐藤　拓一 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎B棟３階
池主　雅臣 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎B棟３階
ハドリー　浩美 教育・学生支援機構 総合教育研究棟Ｃ棟１階
Ｃ．金子 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
Ｇ．オニール 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
Ｓ．プライヤー 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
Ｍ．ルディック 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
Ｂ．ムリノス 非常勤講師
Ｄ．アスペル 非常勤講師
Ｇ．アオキ 非常勤講師
Ｇ．ケント 非常勤講師
Ｇ．ディック 非常勤講師
Ｇ．デロシェ 非常勤講師
Ｇ．トゥーミー 非常勤講師
Ｉ．ガラオン青木 非常勤講師
Ｊ．フィコー 非常勤講師
Ｌ．レイサム 非常勤講師
Ｍ．スーマ 非常勤講師
Ｐ．ライリー 非常勤講師
Ｓ．ドルカ 非常勤講師
今井　理恵 非常勤講師
太田　正之 非常勤講師
風間　彩香 非常勤講師
佐藤　愛子 非常勤講師
渋谷　義彦 非常勤講師
高橋　　歩 非常勤講師
田中　　敦 非常勤講師
沼岡　　努 非常勤講師
本間　多香子 非常勤講師
弥田　久美子 非常勤講師
山崎　祥子 非常勤講師

第第66　　ＧＧココーードド科科目目のの授授業業担担当当教教員員（（令令和和４４年年度度））
・授業担当教員は，代代表表者者を掲載しています。(大学学習法のみの代表教員は掲載していません。）
・非常勤講師は学内に研究室がありません。（P12「(8)教員への連絡」，P79のQ＆A参照）
・研究室が変更になる場合があります。教員所属の学務係へお問い合わせください。
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授授業業担担当当教教員員 所所　　　　属属 研研究究室室

・授業担当教員は，代代表表者者を掲載しています。(大学学習法のみの代表教員は掲載していません。）
・非常勤講師は学内に研究室がありません。（P12「(8)教員への連絡」，P79のQ＆A参照）
・研究室が変更になる場合があります。教員所属の学務係へお問い合わせください。

初初修修外外国国語語
ドドイイツツ語語 阿部　ふく子 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟５階

田邉　恵子 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
Ａ．ホップ 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
Ｒ．エバート 非常勤講師
岡崎　照男 非常勤講師
岡本　亮子 非常勤講師
倉持　有香子 非常勤講師
桑原　　聡 非常勤講師
小林　敦彦 非常勤講師
小林　りり子 非常勤講師
山田　容子 非常勤講師

フフラランンスス語語 逸見　龍生 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
津森　圭一 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
駒形　千夏 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
Ｍ．カルトロン 非常勤講師
Ｍ．湊元 非常勤講師
Ｎ．ドーファン 非常勤講師
R．ザンベリ 非常勤講師
金子　麻里 非常勤講師

ロロシシアア語語 番場　　俊 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
山川　詩保子 国際連携推進本部（留学交流推進課） 総合教育研究棟Ｄ棟３階
Ａ．プラーソル 非常勤講師
V．ボロニェバ 非常勤講師
齋藤　陽一 非常勤講師
中谷　昌弘 非常勤講師
富山　栄子 非常勤講師

中中国国語語 干野　真一 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
小島　明子 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟A棟４階
銭　　　華 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
角谷　　聰 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟９階
尹  　美蓮 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階（変更の可能性あり）

土屋　太祐 人文社会科学系（経済科学部） 人文社会科学系棟Ｃ棟５階
藤田　益子 コモンリテラシーセンター 総合教育研究棟Ｄ棟３階
天野　祐子 非常勤講師
肖　　　航 非常勤講師
詹　　秀娟 非常勤講師
斯日　古楞 非常勤講師
応　　　雋 非常勤講師
後藤　岩奈 非常勤講師
姜　　杰裕 非常勤講師
朱　　継征 非常勤講師
梁　　淑珉 非常勤講師
劉　　　靚 非常勤講師
田　 春娟 非常勤講師
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授授業業担担当当教教員員 所所　　　　属属 研研究究室室

・授業担当教員は，代代表表者者を掲載しています。(大学学習法のみの代表教員は掲載していません。）
・非常勤講師は学内に研究室がありません。（P12「(8)教員への連絡」，P79のQ＆A参照）
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朝朝鮮鮮語語 藤石　貴代 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
山内　民博 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
権　　英秀 非常勤講師
朴　　修禧 非常勤講師
櫻澤　亜伊 非常勤講師

ススペペイインン語語 小林　スサナ 非常勤講師
カルデロン　パトリシア 非常勤講師

イイタタリリアア語語 猪俣　賢司 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
石田　美紀 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
Ｉ．ガラオン青木 非常勤講師
ペルヴェルシ　マリオ 非常勤講師

フフィィリリピピノノ語語 早川　エテリンダ 非常勤講師

外外国国語語ススペペシシャャルル 高橋　秀樹 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階

アアルルフファァベベッットト順順 Ａ．プラーソル 非常勤講師
Ａ．ホップ 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｄ棟３階
Ｂ．ムリノス 非常勤講師
Ｃ．金子 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
Ｃ．ハンナ 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
Ｄ．アスペル 非常勤講師
Ｇ．アオキ 非常勤講師
Ｇ．オニール 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
Ｇ．ケント 非常勤講師
Ｇ．ディック 非常勤講師
Ｇ．デロシェ 非常勤講師
Ｇ．トゥーミー 非常勤講師
Ｇ．ハドリー 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
Ｉ．ガラオン青木 非常勤講師
J．フィコー 非常勤講師
Ｌ．レイサム 非常勤講師
Ｍ．カルトロン 非常勤講師
Ｍ．スーマ 非常勤講師
Ｍ．湊元 非常勤講師
Ｍ．ルディック 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
Ｎ．ドーファン 非常勤講師
Ｐ．ライリー 非常勤講師
Ｒ．エバート 非常勤講師
R．ザンベリ 非常勤講師
Ｓ．ドルカ 非常勤講師
Ｓ．プライヤー 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
V．ボロニェバ 非常勤講師

※※ここここかかららはは五五十十音音順順にに掲掲載載ししててあありりまますす。。（（アアルルフファァベベッットトははＡＡＢＢＣＣ順順））
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五五十十音音順順
ああ 粟生田　忠雄 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ａ棟２階

秋　　孝道 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
淺賀　岳彦 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟２階
浅田　知子 教育・学生支援機構 総合教育研究棟Ｃ棟１階
足立　祐子 コモンリテラシーセンター 総合教育研究棟Ｄ棟３階
阿部　ふく子 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟５階
天野　祐子 非常勤講師
天野　達郎 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟３階
有江　賢志朗 非常勤講師
有田　佳代子 非常勤講師
有元　知史 人文社会科学系（経済科学部） 人文社会科学系棟C棟３階

いい 尹　　美蓮 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階（変更の可能性あり）

飯島　淳彦 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ａ２棟５階
飯島　康夫 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟４階
飯田　　碧 佐渡自然共生科学センター 佐渡自然共生科学センター
飯田　佑輔 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ａ棟２階
家富　　洋 非常勤講師
五十嵐　律矩 非常勤講師
池田　英喜 コモンリテラシーセンター 総合教育研究棟Ｄ棟３階
池田　ルース 非常勤講師
生駒　忠昭 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）６階
石井　　登 非常勤講師
石川　文洋 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）７階
石田　美紀 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
石田　悠貴 非常勤講師
石本　貴之 非常勤講師
市橋　孝道 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
井筒　ゆみ 自然科学系（理学部） 総合研究棟（生命・環境系）３階
伊藤　浩介 脳研究所附属統合脳機能研究センター 脳研究所附属統合脳機能研究センター３階

伊藤　龍史 人文社会科学系（経済科学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟４階
伊藤　瑠美 非常勤講師
井上　朗子 非常勤講師
猪俣　賢司 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
今井　理恵 非常勤講師
岩嵜　勝成 人文社会科学系（法学部） 人文社会科学系棟Ａ棟２階
岩崎　俊介 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ｃ棟２階
岩本　　啓 自然科学系（自然科学研究科） 総合研究棟（物質・生産系）６階
応　　　雋 非常勤講師

うう 牛山　幸彦 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟３階
梅林　泰宏 自然科学系（自然科学研究科） 総合研究棟（物質・生産系）６階
卜部　厚志 災害 ・復興科学研究所 災害復興科学センター２階210

ええ 江尻　信司 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟２階
江連　涼友 非常勤講師
榎並　優太 非常勤講師
江畑　冬生 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟F棟５階
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おお 大井　志穂 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟５階
大木　基史 自然科学系（工学部） 工学部校舎B棟２階
大久保　真樹 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎Ｃ棟４階
太田　絋史 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟５階
太田　正之 非常勤講師
大竹　憲邦 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ｂ棟５階
大竹　雅広 非常勤講師
大竹　芳夫 人文社会科学系（人文学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟４階
大谷　真広 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ｂ棟１階
大坪　　隆 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）２階
大鳥　範和 自然科学系（理学部） 総合研究棟（情報理工系）３階
大野　義章 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）７階
大庭　昌昭 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟３階
大橋　慎太郎 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ａ棟４階
岡崎　照男 非常勤講師
岡嶋　隆佑 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟５階
岡村　仁一 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
岡村　　浩 人文社会科学系（経済科学部） 教育学部校舎Ｇ棟２階
岡本　亮子 非常勤講師
奥西　巧一 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）７階
長田　裕 非常勤講師
小野　和宏 医歯学系（歯学部） 佐渡自然共生科学センター

かか 甲斐　義明 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
加井　久雄 人文社会科学系（経済科学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟４階
海藤　隆之 非常勤講師
加賀谷　真梨 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟１階
柿原　嘉人 医歯学系（歯学部） 歯学部校舎Ｅ棟３階
角谷　　聰 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟９階
風間　彩香 非常勤講師
加世堂 竜太郎 非常勤講師
加藤　　朗 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ｃ棟２階
加藤　茂夫 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
金子　麻里 非常勤講師
下保　敏和 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟１階
上島　慶 非常勤講師
神吉　智丈 医歯学系（医学部保健学科） 医学部共同研究棟４階
カルデロン　パトリシア 非常勤講師
河島　克久 災害 ・復興科学研究所 災害復興科学センター２階207
川西　裕也 人文社会科学系（現代社会文化研究科） 現代社会文化研究科棟２階
韓　　東生 自然科学系（農学部） 〔農学部附属新通ステーション〕
管野　政明 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ａ棟４階

きき 菊元　孝則 非常勤講師
岸　　保行 人文社会科学系（経済科学部） 人文社会科学系棟C棟５階
岸本　圭子 佐渡自然共生科学センター 総合研究棟（生命・環境系）１階
北田　伸一 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
北原　圭一 非常勤講師
木南　直之 人文社会科学系（法学部） 人文社会科学系棟C棟２階
キム　ジュニアン 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
木村　勇雄 自然科学系（工学部） 総合研究棟（物質・生産系）３階
姜　　杰裕 非常勤講師
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くく 雲尾　　周 人文社会科学系（教育実践学研究科） 教育学部校舎Ｄ棟６階
倉持　有香子 非常勤講師
栗田　裕司 自然科学系（理学部） 総合研究棟（生命・環境系）４階
栗原　　隆 非常勤講師
栗原　敏之 自然科学系（自然科学研究科） 理学部校舎Ａ棟４階
黒川　孝一 医歯学系（歯学部） 歯学部校舎Ｃ棟７階
黒田　毅 保健管理センター
桑原　　聡 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階

ここ 小池　洋美 非常勤講師
小池　由佳 非常勤講師
小池　裕司 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟２階
郷右近　展之 自然科学系（工学部） 総合研究棟（環境・エネルギー系）５階
小浦方　格 地域創生推進機構 産学連携共同研究棟１号棟１階
古賀　　豊 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟６階
小島　明子 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟A棟４階
小島　秀雄 自然科学系（理学部） 総合研究棟（情報理工系）４階
後藤　岩奈 非常勤講師
五島　譲司 教育・学生支援機構 総合教育研究棟Ｃ棟１階
後藤　康志 教育・学生支援機構 総合教育研究棟Ｃ棟１階
後藤　泰則 非常勤講師
小林　敦彦 非常勤講師
小林　健太 自然科学系（理学部） 総合研究棟（生命・環境系）１階
小林　公一 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎Ａ棟１階
小林　スサナ 非常勤講師
小林　日出至郎 非常勤講師
小林　りり子 非常勤講師
駒形　千夏 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
小山　　諭 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎Ｂ棟２階
権　　英秀 非常勤講師

ささ サティッシュ　クマール 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟４階
西條　秀俊 教育・学生支援機構 総合教育研究棟Ｄ棟２階
齊藤　恵里 非常勤講師
斎藤　有吾 経営戦略本部教育戦略統括室 総合教育研究棟Ｃ棟１階
齋藤　　裕 教育・学生支援機構 人文社会科学系棟Ａ棟５階
齋藤　陽一 非常勤講師
坂井　さゆり 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎B棟３階
酒井　達也 自然科学系（理学部） 総合研究棟（生命・環境系）７階
坂井 一貴 非常勤講師
坂口　雄介 非常勤講師
坂本 律 非常勤講師
櫻井　典子 教育・学生支援機構 総合教育研究棟B棟４階
櫻澤　亜伊 非常勤講師
酒匂　宏樹 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ａ棟４階
佐々木　香織 非常勤講師
佐々木　進 自然科学系（工学部） 総合研究棟（物質・生産系）５階
佐藤　愛子 非常勤講師
佐藤　朗子 非常勤講師
佐藤　華織 非常勤講師
佐藤 馨 非常勤講師
佐藤　友哉 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟５階
佐藤　　昇 医歯学系（院医歯（医）） 医学部研究棟
佐藤　拓一 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎B棟３階
佐藤　　靖 人文社会科学系（創生学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
佐藤　　亨 非常勤講師
佐藤　亮一 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟１階
澤邉　　潤 人文社会科学系（創生学部） 人文社会科学系棟C棟３階
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しし 塩野谷　明 非常勤講師
斯日　古楞 非常勤講師
渋谷　義彦 非常勤講師
清水　研作 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎H棟３階
清水　忠明 自然科学系（工学部） 総合研究棟（物質・生産系）３階
朱　　継征 非常勤講師
肖　　　航 非常勤講師

すす 須川　賢洋 人文社会科学系（法学部） 人文社会科学系棟Ｄ棟２階
杉原　名穂子 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟６階
杉原　真晃 非常勤講師
杉本　健吉 自然科学系（自然科学研究科） 総合研究棟（生命・環境系）３階
鈴木　敬介 非常勤講師
鈴木　賢治 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟１階
鈴木　敏夫 自然科学系（工学部） 総合研究棟（物質・生産系）４階
鈴木　愛美 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｈ棟２階

せせ 関  　雅夫 非常勤講師
関川　卓也 非常勤講師
関島　香代子 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎Ｂ棟４階
摂待　力生 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）７階
詹　　秀娟 非常勤講師
センビリング　愛 非常勤講師

そそ 副島　浩一 自然科学系（理学部） 総合研究棟（環境・エネルギー系）３階
たた 高澤　栄一 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟４階

高澤　陽二郎 教育・学生支援機構 産学連携共同研究棟2号棟１階
高塚　尚和 医歯学系（院医歯（医）） 医学部研究棟
高橋　　歩 非常勤講師
高橋　早苗 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟A棟４階
高橋　　努 非常勤講師
高橋　　剛 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ａ棟４階
高橋　敏哉 非常勤講師
高橋　秀樹 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
高橋　康浩 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
竹岡　篤永 教育・学生支援機構 総合教育研究棟Ｃ棟１階
武田　直也 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ｃ棟２階
田中　敦 非常勤講師
田中　一裕 人文社会科学系（創生学部） 人文社会科学系棟F棟２階
田中　幸治 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎H棟３階
田中　孝明 自然科学系（工学部） 総合研究棟（物質・生産系）３階
田中　　環 自然科学系（自然科学研究科） 総合研究棟（情報理工系）５階
田中　恒彦 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟５階
田中　咲子 人文社会科学系（人文学部） 教育学部校舎Ｇ棟２階
田中　誠二 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟３階
田中　美央 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎B棟２階
田中　良弘 非常勤講師
田邉　恵子 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階
田巻　信吾 非常勤講師

ちち 池主　雅臣 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎B棟３階
張　　雲 留学センター 総合教育研究棟Ｄ棟３階
陳　　柏宇 非常勤講師

つつ 辻　　照彦 人文社会科学系（教育学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟４階
土屋　太祐 人文社会科学系（経済科学部） 人文社会科学系棟Ｃ棟５階
津森　圭一 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階

てて 田　 春娟 非常勤講師
とと 富山　栄子 非常勤講師

豊島　剛志 自然科学系（理学部） 総合研究棟（生命・環境系）１階
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なな 内藤　雅一 人文社会科学系（経済科学部） 人文社会科学系棟Ｃ棟５階
中嶋　　豊 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟４階
永田　尚志 佐渡自然共生科学センター 総合研究棟（生命・環境系）６階
中谷　昌弘 非常勤講師
長沼　光彦 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟４階
中野　享香 男女共同参画推進室 情報基盤センターＢ棟３階
中野　泰河 非常勤講師
中野　博章 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟２階
永幡　幸生 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ａ棟４階
中村　元 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟４階
中本　真人 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟４階
永吉　秀司 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎G棟２階
長束　俊治 自然科学系（理学部） 総合研究棟（生命・環境系）３階
並川　　努 人文社会科学系（創生学部） 総合教育研究棟Ｆ棟５階
奈良間　千之 自然科学系（理学部） 総合研究棟（環境・エネルギー系）４階

にに 新美　亮輔 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟４階
西　　亮一 自然科学系（自然科学研究科） 理学部校舎Ａ棟２階
西川　周一 自然科学系（理学部） 理学部校舎C棟２階
丹原　 惇 医歯学総合病院（歯） 歯学部校舎Ｃ棟３階

ぬぬ 沼岡　　努 非常勤講師
のの 能登　　宏 非常勤講師

野口　法秀 非常勤講師
野口　里奈 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟４階

はは 朴　　修禧 非常勤講師
橋本　博文 非常勤講師
蓮井　誠一郎 非常勤講師
長谷川　英悦 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）５階
畑　　有紀 日本酒学センター 産学連携共同研究棟２号棟２階
ハドリー　浩美 教育・学生支援機構 総合教育研究棟Ｃ棟１階
早川　エテリンダ 非常勤講師
早川　かつみ 非常勤講師
早坂　圭司 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟２階
早崎　治明 医歯学系（歯学部） 歯学部校舎Ｂ棟５階
林　　和樹 非常勤講師
林　八寿子 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ｃ棟１階
原　　直史 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟４階
原口　こずえ 非常勤講師
原田　健一 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟５階
原田　早春 非常勤講師
番場　　俊 人文社会科学系（経済科学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階

ひひ 樋口　 健 経営戦略本部教育戦略統括室 総合教育研究棟Ｃ棟１階
平泉　光一 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ａ棟２階
平元　和彦 自然科学系（工学部） 総合研究棟（物質・生産系）３階
平野　幸彦 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
蛭川　潤一 自然科学系（理学部） 総合研究棟（情報理工系）５階
廣川　　智 コモンリテラシーセンター 総合教育研究棟Ｄ棟３階
廣部　俊也 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟４階
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ふふ 福島　　治 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟４階
藤石　貴代 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
藤沢　直子 非常勤講師
藤田　益子 コモンリテラシーセンター 総合教育研究棟Ｄ棟３階
藤林　紀枝 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟４階
藤間　真紀 自然科学系（理学部） 総合研究棟（生命・環境系）３階
藤村　　忍 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ｂ棟４階
藤村　衡至 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ｃ棟１階
布施　直美 教育・学生支援機構 総合教育研究棟Ｃ棟１階
古川　和広 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ｃ棟２階
古川　　貢 研究推進機構機共用設備基盤センター 総合研究棟（物質・生産系）２階

へへ ペルヴェルシ　マリオ 非常勤講師
逸見　龍生 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟６階

ほほ 星　　明考 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟５階
干野　真一 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
堀　　竜一 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟９階
堀籠　　崇 人文社会科学系（創生学部） 人文社会科学系棟C棟３階
本田　明治 自然科学系（理学部） 総合研究棟（環境・エネルギー系）４階
本間　伸輔 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
本間　多香子 非常勤講師

まま 前野　　貢 自然科学系（自然科学研究科） 総合研究棟（生命・環境系）３階
真水　康樹 人文社会科学系（法学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟２階
益谷　　真 非常勤講師
俣野　義博 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）６階
松井　克浩 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟６階
松岡　　篤 自然科学系（理学部） 総合研究棟（生命・環境系）４階
松岡　史郎 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）６階
松澤　伸二 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟７階
丸山　健二 自然科学系（理学部） 総合研究棟（情報理工系）３階

みみ 三浦　　淳 非常勤講師
三亀　啓吾 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ｂ棟５階
箕口　秀夫 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ａ棟３階
宮坂　道夫 医歯学系（医学部保健学科） 医学部保健学科校舎Ｂ棟４階
宮﨑　勝己 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ｃ棟１階
宮崎　孝一郎 非常勤講師

むむ 武藤 颯人 非常勤講師
村上　貴洋 自然科学系（工学部） 総合研究棟（物質・生産系）５階
村上　拓彦 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ａ棟３階
村上　正和 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
村山　敏夫 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟３階

もも 森　　　恭 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟３階
森下　修次 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎H棟３階
蒙　　　韞 留学センター 総合教育研究棟Ｄ棟３階

やや 八坂　剛史 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｇ棟３階
弥田　久美子 非常勤講師
山内　民博 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ａ棟５階
山川　詩保子 国際連携推進本部（留学交流推進課） 総合教育研究棟Ｄ棟３階
山際　和明 自然科学系（自然科学研究科） 工学部校舎B棟３階
山﨑　圭 非常勤講師
山崎　祥子 非常勤講師
山﨑　達也 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ａ棟２階
山田　修司 自然科学系（理学部） 総合研究棟（情報理工系）４階
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山田　裕史 非常勤講師
山田　容子 非常勤講師
山田　陽子 人文社会科学系（教育学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟４階
山田　洋司 非常勤講師
山本　真敬 人文社会科学系（法学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟2階
山本　征法 自然科学系（工学部） 工学部校舎Ａ棟４階
梁　　淑珉 非常勤講師

よよ 横山　知行 人文社会科学系（教育学部） 教育学部校舎Ｄ棟５階
吉川　夏樹 自然科学系（農学部） 農学部校舎Ａ棟４階
吉田　章人 経営戦略本部教育戦略統括室 総合教育研究棟Ｄ棟２階
吉田　正之 人文社会科学系（法学部） 人文社会科学系棟Ｆ棟2階
吉森　　明 自然科学系（理学部） 総合研究棟（物質・生産系）７階
米澤　大輔 医歯学系（歯学部） 歯学部校舎Ｃ棟７階

りり 劉　　　靚 非常勤講師
わわ 若杉　　透 非常勤講師

涌井　祐子 非常勤講師
和田　悦子 非常勤講師
渡邉　恵一 自然科学系（理学部） 理学部校舎Ａ棟５階
渡辺　哲雄 非常勤講師
渡邊　　登 人文社会科学系（人文学部） 総合教育研究棟Ｆ棟６階
渡部　直喜 災害 ・復興科学研究所 災害復興科学センター2階217
渡邊　洋子 人文社会科学系（創生学部） 人文社会科学系棟F棟２階
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第第 77  新新潟潟大大学学ににおおけけるる授授業業科科目目のの区区分分等等にに関関すするる規規則則  

 
(趣旨) 

第 1 条 この規則は，新潟大学学則(平成 16 年学則第 1 号。以下「学則」という。)第 48
条の規定に基づき，新潟大学(以下「本学」という。)の学士課程教育における授業科目の

区分，履修方法等に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

(授業科目の区分) 
第 2 条 本学の授業科目は，別表のとおり区分する。 

2 各年度において開設する授業科目は，教育・学生支援機構(以下「機構」という。)が公

示する授業科目開設一覧の定めるところによる。 

3 授業科目には，学生の体系的な履修に資するため，学問分野及び水準を示すコードを付

すものとする。 

4 前項のコードは，機構において定めるものとする。 

 

(授業期間) 
第 3 条 学則第 37 条第 2 項に規定する各学期を前半及び後半に分けた授業期間をタームと

いう。 

2 前項に規定するタームは，第 1 学期の前半を第 1 ターム，後半を第 2 ターム，第 2 学期

の前半を第 3 ターム，後半を第 4 タームとする。 
 
（授業科目の開講方式等） 
第 4 条 授業科目は，原則としてタームにより開講する。 

 

(授業科目の履修) 
第 5 条 学生は，所属する学部が定める教育課程に基づき，機構が公示する授業科目を履

修するものとする。 

 

(授業科目の聴講の受付及び承認) 
第 6 条 授業科目の聴講の受付及び承認は，その授業科目の担当教員が行う。 

2 前項の聴講の受付及び承認は，各学期の授業開始後 3 週間以内に行うものとする。 

 

(授業科目の修了の認定) 
第 7 条 授業科目の修了の認定は，その授業科目の担当教員が行う。 

2 授業科目の試験等において，不正行為を行った学生に対しては，新潟大学学生の懲戒に

関する規程（平成 27 年規程第 7 号）に基づき，学長が必要な措置を講じるものとする。 

 

(授業科目の評価) 
第 8 条 授業科目の評価は，100 点満点をもって評価し，60 点以上の成績を得た学生を合

格，59 点以下の成績を得た学生を不合格とする。 

2 前項の成績の評語及び基準は，次のとおりとする。  
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点数 評語 基準 

100 点～90 点 秀 授業科目の目標を超えている。 
89 点～80 点 優 授業科目の目標に十分達している。 
79 点～70 点 良 授業科目の目標に照らして一定の水準に達している。 
69 点～60 点 可 授業科目の目標の最低限を満たしている。 
59 点～0 点 不可 授業科目の目標の最低限を満たしていない。 

3 前項の規定にかかわらず，授業科目の成績において点数をもって評価できない場合は，

「認定」又は「合格」の評語をもって評価することができる。 

 

(授業科目の追試験) 
第 9 条 病気その他やむを得ない理由により試験を受けることができない学生については，

別に定めるところにより，追試験を行うことができる。 

 

(授業科目の再試験) 
第 10 条 授業科目の評価が不合格となった学生で，卒業又は進級できないものがある場合

は，別に定めるところにより，再試験を行うことができる。 

 

 (成績評価の不服申立て) 

第 11 条 学生は，成績評価が第 8 条第 2 項に規定する成績の評価基準に照らして不相当

と考えるときは，不服を申立てることができる。 

 

(雑則) 
第 12 条 この規則に定めるもののほか，授業科目の区分，履修方法等に関し必要な事項は，

機構又は各学部が定める。 

 

附 則 

1 この規則は，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

2 新潟大学全学共通科目の履修の基準に関する規則(平成 16 年規則第 32 号)は，廃止する。 

3 平成 16 年度以前に入学し，現に在学している学生がこの規則により授業科目を履修し

た場合の全学共通科目又は教養科目(廃止前の新潟大学全学共通科目の履修の基準に関す

る規則に基づく全学共通科目又は教養科目をいう。)への読替えについては，機構におい

て公示する。 

附 則 
 この規則は，平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 
   附 則 
 この規則は，平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この規則は，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 
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別表（第２条関係）                                                        
                           授 業 科 目 区 分 表                 
 
 

科  目  区  分 
 

 

細  区  分 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 英語  英語 

実践英語 

 初修外国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外国語ベーシック 

 ドイツ語 

 フランス語 

 ロシア語 

 中国語 

 朝鮮語 

 スペイン語 

 イタリア語 

 外国語スペシャル 

 その他 

 健康・スポーツ 

 

 体育実技 

 体育講義 

 情報リテラシー 

 

 情報リテラシー 

 情報処理概論 

 新潟大学個性化科目 

 

 

 地域入門 

 地域研究 

 自由主題 

 留学生基本科目 

 

 日本語 

 日本事情 

 大学学習法  大学学習法 

 自然系共通専門基礎 

 

 

 

 

 数学・統計学 

 物理学 

 化学 

 生物学 

 地学 

 自然科学 

 

 

 理学 

 工学 

 農学 

 人文社会・教育科学 

 

 

 

 人文科学 

 教育人間科学 

 法学 

 経済学 

 医歯学 

 

 医学 

 歯学 
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Ｇコード科目に関する成績評価の疑義照会及び不服申立てに関する留意事項 
 

新潟大学教育・学生支援機構 
教育プログラム支援センター 

 
１．Ｇコード科目の成績に関して疑義がある場合、「成績評価に関する疑義照会書」（所定様式）に必要事項を記入

のうえ、学務部教務課へ提出することにより、担当教員から当該疑義に対する回答を受け取ることができます。し

かし、疑義照会にあたっては、次の点に留意してください。 
 
【成績評価の疑義照会に関する留意事項】 
成績評価の疑義照会ができるのは、自らの成績への疑義に明確な根拠がある場合のみです。疑義の内容が具体

的に示されていないと、受け付けられない場合もあります。特に、単なる再評価を求めるもの、救済してほしいと

いった希望や懇願的な内容のもの、低い評価に対する個人的感情に基づくもの、他者の扇動によると思われるも

の等は受け付けられません。 
 
このことについて、具体的には次のような事例を参考にしてください。 
受受付付ででききるる事事例例 
１）成績の誤記入等，明らかに授業担当教員の誤りであると思われるもの。 
２）シラバスに記載されている成績評価の基準及び方法に照らして，明らかな誤りがあると思われるもの（ただ

し、成績評価の基準や方法について変更される場合もあるので教員から連絡がなかったか注意すること）。 
 
受受付付ででききなないい事事例例 
１）担当教員に情状を求めるもの。

「進級に関わる」、「卒業に関わる」、「この単位があれば卒業できる」等

２）具体的な根拠がなく、他の学生と対比して単に不満を訴えるもの。

「友人は 点だが、なぜ自分は 点なのか」等

３）具体的な根拠がなく、その評価になった理由のみを問い合わせるもの。

「がんばったと思うのだが、どうして 点なのか」等

※ ２），３）の場合であっても，明確な根拠の提示がある場合は受付可。

 
２．疑義照会後の教員からの回答によっても疑義が解消されない場合は、「成績評価に関する不服申立書」（所定様

式）に必要事項を記入のうえ、学務部教務課へ提出することにより、成績評価に関する「不服申立て」を行うこと

ができます。 
 
【成績評価の不服申立てに関する留意事項】 
不服申立てができるのは，疑義照会により得られた回答が曖昧で教員の説明が不明確な場合のみです。どのよ

うな点が不明確であるのか、申立者により具体的に示されていないと、受け付けられない場合もあります。特に、

教員による回答が合理的であるにもかかわらず単に「食い下がる」もの、照会結果に必要以上の説明を求めるもの

は受け付けられません。 
 
不服申立てが受け付けられた後は、教育プログラム支援センターが教育・学生支援機構の関連部署と協力しな

がら、該当科目の成績評価について審査をします。その過程で、申立者または担当教員に評価材料（レポート、答

案など）の提出を求め、採点や評価方法が妥当であるかを検討します。この手続きには、時間を要することもあり

ますので、留意しておいてください。 
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Ｇコード科目に関する成績評価の疑義照会及び不服申立てに関する留意事項 
 

新潟大学教育・学生支援機構 
教育プログラム支援センター 

 
１．Ｇコード科目の成績に関して疑義がある場合、「成績評価に関する疑義照会書」（所定様式）に必要事項を記入

のうえ、学務部教務課へ提出することにより、担当教員から当該疑義に対する回答を受け取ることができます。し

かし、疑義照会にあたっては、次の点に留意してください。 
 
【成績評価の疑義照会に関する留意事項】 
成績評価の疑義照会ができるのは、自らの成績への疑義に明確な根拠がある場合のみです。疑義の内容が具体

的に示されていないと、受け付けられない場合もあります。特に、単なる再評価を求めるもの、救済してほしいと

いった希望や懇願的な内容のもの、低い評価に対する個人的感情に基づくもの、他者の扇動によると思われるも

の等は受け付けられません。 
 
このことについて、具体的には次のような事例を参考にしてください。 
受受付付ででききるる事事例例 
１）成績の誤記入等，明らかに授業担当教員の誤りであると思われるもの。 
２）シラバスに記載されている成績評価の基準及び方法に照らして，明らかな誤りがあると思われるもの（ただ

し、成績評価の基準や方法について変更される場合もあるので教員から連絡がなかったか注意すること）。 
 
受受付付ででききなないい事事例例 
１）担当教員に情状を求めるもの。

「進級に関わる」、「卒業に関わる」、「この単位があれば卒業できる」等

２）具体的な根拠がなく、他の学生と対比して単に不満を訴えるもの。

「友人は 点だが、なぜ自分は 点なのか」等

３）具体的な根拠がなく、その評価になった理由のみを問い合わせるもの。

「がんばったと思うのだが、どうして 点なのか」等

※ ２），３）の場合であっても，明確な根拠の提示がある場合は受付可。

 
２．疑義照会後の教員からの回答によっても疑義が解消されない場合は、「成績評価に関する不服申立書」（所定様

式）に必要事項を記入のうえ、学務部教務課へ提出することにより、成績評価に関する「不服申立て」を行うこと

ができます。 
 
【成績評価の不服申立てに関する留意事項】 
不服申立てができるのは，疑義照会により得られた回答が曖昧で教員の説明が不明確な場合のみです。どのよ

うな点が不明確であるのか、申立者により具体的に示されていないと、受け付けられない場合もあります。特に、

教員による回答が合理的であるにもかかわらず単に「食い下がる」もの、照会結果に必要以上の説明を求めるもの

は受け付けられません。 
 
不服申立てが受け付けられた後は、教育プログラム支援センターが教育・学生支援機構の関連部署と協力しな

がら、該当科目の成績評価について審査をします。その過程で、申立者または担当教員に評価材料（レポート、答

案など）の提出を求め、採点や評価方法が妥当であるかを検討します。この手続きには、時間を要することもあり

ますので、留意しておいてください。 
 
 

 

Ｇコード科目に関する成績評価の疑義照会及び不服申立ての手続き等について

Ｇコード科目の成績評価に関する疑義照会及び不服申立てを行う場合は，「留意事項」を確認の上，

以下の要領で手続きを行ってください。

■受付期間

・疑義照会

当該年度の「履修手続き等の日程」に示す各タームの成績確認開始期日から 日以内（日曜日，

土曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日は含めない。集中講義等，成績確認開始期日

に成績が未開示の科目は，成績が開示された日から 日以内）を期限とします。

・不服申立て

疑義照会に対する回答があった日から３日以内（日曜日，土曜日及び国民の祝日に関する法律に

規定する休日は含めない。）を期限とします。

■所定様式

以下の からダウンロードできます。

【新潟大学 教育・学生支援機構】ウェブサイト ＞学内関連情報

■提出方法

所定様式を印刷して記入し，「成績確認表」を添付の上，総合教育研究棟Ａ棟１階③番窓口（教務

課）に提出してください（「学生証」を持参の上，本人が提出すること）。

（窓口開設時間：平日 ～ ）
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国立大学法人新潟大学における自然災害等に対する 

全学的休講措置の申合せ 

                            平 成 2 9 年 1 2 月 ８ 日 

                            大学教育委員会決定 

改正  令和２年１月10日 

第1 趣旨 

 この申合せは，学生の安全を確保するため，台風・地震その他の自然災害（以下「自然災害」と

いう。）又は大規模停電その他の不測の事態（以下「大規模停電等」という。）が発生した場合に

おける授業（定期試験を含む。以下同じ。）の休講に関し，必要な事項を定める。 

第2 自然災害が発生した場合の休講措置 

1 気象庁から，新潟市西区又は中央区に特別警報が発令された場合は，次の措置をとる。 

（1）午前7時の時点で発令中の場合は，1限・2限・HTの授業を休講とする。 

（2）授業実施時間帯に特別警報が発令中又は発令され，学生の安全を確保する必要 

があると学長が判断した場合は，その後の授業を休講とする。 

2 気象庁から，新潟市西区又は中央区に大雨，暴風，暴風雪又は大雪の警報が発令され，学生の

安全を確保する必要があると学長が判断した場合は，授業を休講とする。 

3 台風等の影響によりＪＲ東日本が計画運休の決定を発表した場合は，計画運休の範囲，天候状

況，他の公共交通機関の運行状況等を考慮した結果，学生の安全を確保する必要があると学長

が判断した場合は，授業を休講とする。 

4 地震が発生し，キャンパス内の停電・断水，校舎等建物の被害状況等を考慮した結果，授業の

実施が不可能と学長が判断した場合は，当分の間，授業を休講とする。 

第3 大規模停電等が発生した場合の休講措置 

大規模停電等が発生し，学生の安全を確保する必要があると学長が判断した場合は，授業を休

講とする。 

第4 休講措置の通知 

自然災害又は大規模停電等による休講については，本学ＨＰ及び学務情報システムにより通知

する。 

第5 休講の代替措置 

休講措置を講じた授業については，補講等により代替措置を講ずる。 

第6 課外活動の禁止 

 休講措置を講じた場合は，原則として，すべての課外活動を禁止する。 

附 則 

この申合せは，平成29年12月11日から実施する。 

   附 則 

 この申合せは，令和２年１月11日から実施する。 
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第第８８  ＱＱ＆＆ＡＡ  
  
１１  授授業業  

  
（（１１））ククォォーータターー制制ににつついいてて  
  

ＱＱ  新新潟潟大大学学ののククォォーータターー制制ははどどののよよううななももののでですすかか。。 

Ａ 新潟大学は平成２９年度から全学生を対象に「クォーター制」を導入しました。ひとつの年度

を二分した第１学期・第２学期をさらに半分に分けた「クォーター」ごとに授業を行います。新

潟大学ではこのクォーターのことを「ターム」と呼び，「２学期４ターム制」となります。 

 

ＱＱ  授授業業ははどどののよよううなな形形態態でで実実施施さされれまますすかか。。  

Ａ 科目の特性や学修効果にあわせて１）～５）のパターンで授業を実施します。 

１１））週週２２ココママ××８８週週（（曜曜日日セセッットト開開講講））  

月曜日と木曜日，火曜日と金曜日など，授業と授業の間に期間を開けて，週２回授業を行う

もの。 

２２））週週２２ココママ××８８週週（（２２ココママ連連続続開開講講））  

１・２限連続や３・４限連続など，２つの授業時間をつなげて授業を行うもの。 

３３））週週１１ココママ××８８週週  

授業期間が従来の半分となることにともない，１科目当たりの単位数も半分になります。こ

のため，多くの科目は二分割された前半部分と後半部分の両方を履修することが基本となりま

す。 

４４））週週１１ココママ××１１６６週週（（２２タターームム連連続続開開講講））  

従来どおりの学期単位１６週で授業を行うもの。 

５５））そそのの他他  

集中講義や初修外国語など，上記以外のパターンで開講されるもの。 

 

（（２２））一一般般事事項項  
  
ＱＱ  時時間間表表のの指指定定場場所所にに行行っったたののでですすがが，，学学生生がが誰誰ももいいまませせんん。。どどううななっってていいるるのの

ででししょょうう。。 

ＱＱ    授授業業担担当当教教員員がが，，授授業業開開始始時時刻刻をを過過ぎぎててもも来来なないいののでですすがが，，どどののよよううににすすれればば

良良いいののでですすかか。。 

Ａ 次のような事例があります。  

①  「「休休講講」」ととななっってていいままししたた。。休講を確認する方法は次項をご覧ください。 

②  「「授授業業振振替替日日」」でで授授業業ががあありりまませせんんででししたた。。各曜日とも授業回数を確保するために，

 例えば，現実は火曜日ながら月曜日の授業を行うといった「授業振替日」を設定   

 する場合があります。「授業振替日」は，当該年度の授業暦(表紙裏面)に示してい 

 ます。 

③   授授業業場場所所をを間間違違ええてていいままししたた。。実技・実習科目等，特別な教室・場所で行われる科 

 目の場合は，第１回目の授業を時間表と違う場所で行う場合があります。 

④    講講義義室室がが変変更更ににななっってていいままししたた。。事情により講義室を変更する場合があります。Ｇ 

 コード科目の講義室変更は教務課掲示板（総合教育研究棟学生玄関正面に設置）に 

 掲示されています。また，授業担当教員から事前に授業中に指示がある場合や学務 

 情報システムで「連絡通知」等が登録されている場合もあります。 

⑤   シラバスの授業計画に，その日は授業を行わない旨記載している場合があります。 

⑥   授業開始時刻から20分経過しても授業担当教員が来ない場合は休講(扱い)となりま

 す。 
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ＱＱ  休休講講・・補補講講ははどどううややっってて知知るるここととががででききまますすかか？？ 

Ａ 学務情報システムの「連絡通知」や「休講・補講参照」で確認できます。 

 

（（３３））欠欠席席 
  
ＱＱ  授授業業にに出出席席ででききなないい場場合合ははどどううすすれればば良良いいののででししょょうう。。  

ＱＱ    就就職職活活動動等等でで授授業業をを欠欠席席ししななけけれればばななりりまませせんん。。 

ＱＱ 忌忌引引ききででＧＧココーードド科科目目をを欠欠席席ししまますす。。 

ＱＱ  大大学学公公認認のの競競技技会会でで，，ＧＧココーードド科科目目をを欠欠席席ししまますす。。 

ＱＱ  他他のの授授業業ででのの現現地地実実習習ののたためめ他他のの科科目目をを欠欠席席ししまますす。。 

Ａ 欠席する期間が２週間に満たない場合は，自分で授業担当教員へ申し出てください。 

  あらかじめ申し出ることが出来ない場合は後日申し出てください。 

なお，いいわわゆゆるる公公欠欠のの制制度度ははななくく，，そそのの欠欠席席ををどどののよよううにに扱扱ううかかはは当当該該授授業業担担当当教教員員

にに委委ねねらられれてていいまますす。。欠席事由を証明する書類がある場合は，持参してください。 

証明する書類の一例 

・病気・怪我など：病院からの診断書など 

・就職活動・試験：企業からの開催案内や実施要項など 

・大会・競技会・演奏会など：学生係から発行される大会参加証明書など 

・忌引き：会葬礼状など 

・他の授業の現地実習：実習の日程表，実施要項など 

・公的交通機関のトラブル：ＪＲの遅延証明書など 

上記はあくまでも一例です。教員からの指示がある場合は，それに従ってください。 

Ａ 病気，怪我等で，欠欠席席すするる期期間間がが２２週週間間以以上上ににななるる場場合合はは，速やかに所所属属すするる学学部部のの

学学務務係係に届け出なければなりません。また，引引きき続続きき２２かか月月以以上上修修学学すするるここととががでできき

なないい場場合合は，手続きすることにより，休学することができます。いずれの場合も，詳

細は所属する学部の学務係に問い合わせてください。 

  
２２  履履修修 
 

（（１１））履履修修手手続続きき  ※日程等については７ページ～１０ページ参照 

  
ＱＱ    履履修修申申請請ははいいつつままででににししななけけれればばななららなないいののでですすかか。。 

Ａ  履履修修申申請請のの期期限限はは第第１１回回目目のの授授業業日日のの前前日日ままででとなっています。 

短い期間での作業となりますが忘れずに作業を行ってください。 

・4月7日（木）に実施される授業を履修したい場合は4月6日（水）まで。 

4月8日（金）の授業であれば4月7日（木）まで。以降同じ。 

  
ＱＱ    履履修修手手続続ききのの方方法法ががわわかかりりまませせんん。。 

Ａ  Webの操作方法については，学務情報システム画面左側のリンク「履修関係操作手順書」や

「操作手順（学生）」（ダウンロードアイコン内に添付）をご覧ください。 

  
ＱＱ    履履修修許許可可申申請請ををししままししたたがが，，そそのの科科目目のの履履修修がが許許可可さされれてていいるるかかどどううかかをを確確認認  

ししたたいいののでですすがが。。  
ＱＱ  履履修修許許可可ははいいつつ，，どどううややっってて発発表表さされれまますすかか？？ 

Ａ 「履修許可確認・削除可能期間」内に，学務情報システムで確認してください。 

  許可情報の発表日は，その科目の抽選方式により異なります。自動抽選科目は第１回

目の授業日当日のam0:00に発表されます。手動抽選科目は第１回目の授業日を含めて

３日以内に発表されます。 

「？」(未確定)と表示されている場合には，授業担当教員に直接問い合わせてくださ

い。 

なお，手動抽選科目は，第１回目の授業の際に口頭で許可・不許可を発表する場合が

ありますので，履修申請した科目は，第１回目から出席してください。 
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ＱＱ    履履修修希希望望者者のの選選抜抜はは誰誰がが行行ううののでですすかか。。 

Ａ  履修の許可/不許可は，その授業科目の担当教員が行います。 

ただし，自動抽選科目については，システムが自動的に履修者を決定します。 

  

ＱＱ    「「自自動動抽抽選選科科目目」」「「手手動動抽抽選選科科目目」」ととはは何何でですすかか。。 

Ａ  授業科目は履修者の決定方法により「自動抽選科目」と「手動抽選科目」に区分されていま

す。自動抽選科目は，履修者の決定をシステムが自動的に行い，手動抽選科目は，履修者の

決定を教員が行います。 

 

ＱＱ    「「自自動動抽抽選選科科目目」」ででははどどののよよううにに履履修修者者をを決決定定すするるののでですすかか。。 

Ａ  自動抽選科目では，授業定員を基に履修者を決定します。履修希望者が授業定員に満たない

場合には，全員を許可とします。履修希望者が授業定員を超えた場合は，履修の優先度が高

い区分順に履修者を決定し，授業定員を超えることとなる優先度の区分内で抽選処理を行い

ます。※ 

履修の優先度は大学側で定めるもの（学部優先）のほか，学生は１学期に３科目まで優先度

「高」を付けて申請することができます。 

※   システム上で履修許可とされた場合であっても，科目受講の前提条件を満たして

いない等の理由により，後日，履修が不許可とされる場合があります。 

  
ＱＱ    受受講講ししたたいい授授業業科科目目がが「「自自動動抽抽選選科科目目」」「「手手動動抽抽選選科科目目」」ののどどちちららででああるるかかわわ

かかりりまませせんん。。 

Ａ  学務情報システムのWebシラバスに抽選方法の記載があります。 

抽選方法別に抽出して表示させることも可能です。 

  

ＱＱ  １１週週間間にに複複数数回回行行わわれれるる授授業業のの場場合合，，履履修修許許可可申申請請((ああるるいいはは取取りり消消しし))ははそそのの
曜曜日日ごごととにに行行わわななけけれればばななららなないいののででししょょううかか。。 

Ａ １つの授業科目についての手続きは，曜日によらず，１度だけ行います。 

  

ＱＱ  友友人人にに学学務務情情報報シシスステテムムでで履履修修許許可可申申請請ををおお願願いいししたたいいののでですすがが。。 

Ａ あなたの学務情報システム用のＩＤを他人に使用させることはできません。 

病気，怪我等，やむを得ない事情で学務情報システムによる履修許可申請が行えない

場合は，所属する学部の学務係に相談してください。  

  
ＱＱ  履履修修許許可可確確認認・・削削除除可可能能期期間間ととはは，，どどののよよううなな期期間間ををいいううののでですすかか。。 

Ａ  ①学務情報システムから履修申請した科目の許可/不許可を確認する。 

②「聴講取消票」により，許可された科目の履修を取り消す。 

ための期間です。 

許可された科目の履修を取り消すこととした場合は，この期間内に必ず，取消手続を行って

ください。取消手続を行わない場合は，履修放棄とみなされ成績に影響します。 

  

ＱＱ  履履修修登登録録追追加加期期間間ととはは，，どどののよよううなな期期間間ををいいううののでですすかか。。  
Ａ  定員に空きがある場合のみ，学務情報システムから履修登録を行う期間です。定員に達する

まで先着順で登録が行われます。  
  

  
ＱＱ  聴聴講講取取消消票票ととはは何何でですすかか？？  

Ａ 「履修許可確認・削除可能期間」に取消を行うためのマークカードです。各学部の学

務係及び教務課の学生カウンターにあります。 

在籍番号と開講番号を鉛筆でマークし，必要事項を記入して授業担当教員から承認印

をもらってください。その後，各学部等の学務係（Ｇコード科目は教務課教育実施係）

に提出してください。 

マーク式ですので記入には細心の注意を払う必要があります。間違ってマークすると，
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違った科目が取り消されるといった，思いも掛けない事態が起こります。「履修許可

確認・削除可能期間」に，履修科目の確認を確実に行ってください。 

 
ＱＱ  聴聴講講票票ととはは何何でですすかか？？ 

Ａ 集中講義など学務情報システムを使用せずに，履修の登録をする際に使用するもので

す。使用法は前述の「聴講取消票」に準じます。 

   

ＱＱ  抽抽選選にに外外れれたたたためめＧＧココーードド科科目目がが履履修修ででききまませせんん。。  

Ａ 「履修登録追加期間」に，学務情報システムにより追加申請してください。 

  科目の履修定員に空きがあるかどうかは，学務情報システムで確認できます。 

Ａ 新潟大学では，教養教育と専門教育の枠を取り払い，原則どの学部の学生であっても

全ての授業科目を履修することができます。また，どの科目を専門教育科目とするか

は，各学部により定められており，自身の所属学部が定めた専門科目以外の科目は原

則として教養教育に関する科目としてカウントされます（６ページ〈コラム〉参照）。

すなわち，Ｇコード科目以外の科目を履修することで教養教育に関する科目を充足さ

せることも可能です。詳細は，所属する学部の学務係で確認してください。 

 

ＱＱ    間間違違っったた授授業業科科目目をを申申請請ししててししままいいままししたたがが，，どどううししたたらら良良いいでですすかか。。 

Ａ 「履修許可申請期間」ならば，学務情報システムで申請し直してください。 

「履修許可確認・削除可能期間」ならば，間違った科目は「聴講取消票」で取消の手

続きをとってください。 

  

ＱＱ  履履修修のの取取消消ししををすするるににははどどううすすれればば良良いいののでですすかか？？ 

ＱＱ    履履修修がが許許可可さされれたた科科目目をを取取りり消消ししてて，，そそのの曜曜日日・・時時限限にに別別のの科科目目をを取取りりたたいいのの

でですすがが，，どどううししたたらら良良いいででししょょううかか。。 

Ａ  「履修許可確認・削除可能期間」内に，取り消ししたい科目は「聴講取消票」で手続きして

ください。履修したい科目は「履修登録追加期間」に学務情報システムより申請してくださ

い。 

  
ＱＱ  教教員員のの承承認認印印ををももららいい「「聴聴講講取取消消票票」」をを提提出出ししままししたたがが，，履履修修がが取取りり消消さされれてて

いいるるかか確確認認ししたたいいののでですすがが。。  
Ａ 教務課では，提出された日から２日以内(土日，祝日は含みません)に学務情報システ

ムに反映させます。それ以降になっても学務情報システムに反映されていない場合に

は，速やかに教務課に申し出てください。  

  
ＱＱ  履履修修申申請請ししたた科科目目ＡＡがが許許可可さされれたたここととのの確確認認をを忘忘れれ，，履履修修申申請請ししてていいなないい別別のの

科科目目ＢＢをを履履修修ししてていいまますす。。どどののよよううににすすれればば科科目目ＡＡのの履履修修許許可可をを取取りり消消ししでできき
まますすかか。。 

Ａ 「履修許可確認・削除可能期間」に，科目Ａについては「聴講取消票」で取消の手続

きを，科目Ｂについては「履修登録追加期間」に登録の手続きをしてください。 

  「履修許可確認・削除可能期間」に手続きしないと，科目Ａは授業に出席しないわけ

ですから成績は０点扱いとなり，科目Ｂは履修登録していないために成績が付けられ

ないという，あなたにとっての不利益が生じます。定められた期間に，学務情報シス

テムで確認することと，状況に応じた手続きを必ず行ってください。 

  
ＱＱ  「「履履修修許許可可確確認認・・削削除除可可能能期期間間」」以以降降にに，，取取りり消消ししははででききまますすかか？？  

ＱＱ  「「履履修修登登録録追追加加期期間間」」以以降降にに，，履履修修登登録録ははででききまますすかか？？ 

Ａ 取り消し及び履修登録はできません。 

許可されたが履修しないこととした科目を取り消ししないまま放置すると，授業に出

席しないわけですから成績は０点扱いとなります。また，その成績は，副専攻ＧＰＡ

及び一部運用していない学部を除いてＧＰＡの計算対象にもなります。 

期期間間内内にに，，履履修修科科目目のの確確認認をを確確実実にに行行っっててくくだだささいい。※第2タームおよび第4ターム開
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始時の履修科目変更は，授業担当教員が許可した場合のみ可能です。詳細は「履修手

続等の日程」（７ページおよび８ページ）を参照してください。 

  
ＱＱ  「「健健康康ススポポーーツツ科科学学実実習習ⅠⅠ・・ⅡⅡ」」のの履履修修手手続続ききははどどううすすれればば良良いいののでですすかか。。 

Ａ 学務情報システムで履修登録し，第１回目の授業時は，第１体育館に集合してくださ

い。第第１１回回目目のの授授業業時時はは，，普普段段のの服服装装でで差差しし支支ええあありりまませせんん。。ただし，体育館は土足

禁止となっていますので上履きを必ず持参してください。 

  また，「健康スポーツ科学実習Ⅱ」の剣剣道道とススキキーー（（ⅠⅠ・・ⅡⅡ））についてはシラバスで

確認してその指示に従ってください。 

  

ＱＱ「「英英語語」」のの履履修修手手続続ききははどどううすすれればば良良いいののでですすかか。。 

Ａ ククララスス指指定定さされれてていいるる科科目目は，事前に登録されています（※）ので，必ず第1週目の授

業に出席してください。クラスについては掲示等でも周知されます。 

  ※「医療英語ベーシック」については，事前登録はされていません。 

ククララスス指指定定さされれてていいなないい科科目目は，学務情報システムで履修許可申請するとともに，必

ず第１週目の授業に出席してください。詳しくは２６ページの「エ 各英語授業科目の

履修登録要領」を参照してください。 

  

ＱＱ  教教員員のの研研究究室室をを教教ええてて欲欲ししいいののでですすがが。。 

Ａ ５７ページ以降にＧコード科目の授業担当教員（大学学習法のみの代表は除く）の所

属と研究室の場所を掲載していますので，そちらをご覧ください。なお，非常勤講師

は，学内に研究室はありませんので，その教員の授業の前後等に連絡をとってくださ

い。(下記のＱ＆Ａ参照) 

  校舎・研究棟は「五十嵐キャンパス建物配置概略図」（６７ページ）および「旭町キ

ャンパス建物配置概略図」（６８ページ）をご覧ください。 

 

ＱＱ  授授業業がが終終わわっったたののでですすがが，，非非常常勤勤講講師師はは，，今今どどここににいいまますすかか。。 

ＱＱ  非非常常勤勤講講師師はは，，授授業業のの前前，，どどここににいいまますすかか。。 

Ａ 授業の前後に，非常勤講師控室(総合教育研究棟Ａ棟２階)にいることがあります。た

だし，同室は学生の立入禁止ですから，出入口で声をかけてください。また，次の授

業の講義室にいらっしゃることもあります。 

 

ＱＱ    教教員員のの自自宅宅のの住住所所・・電電話話番番号号をを教教ええててももららええまませせんんかか。。 

Ａ  教務課で教えることはできません（教員に直接尋ねていただくほかありません）。 

 

ＱＱ  教教員員ののメメーールルアアドドレレススをを知知りりたたいいののでですすがが。。  

Ａ 学務情報システム内のシラバス検索から，科目を検索すると教員氏名にリンクが貼っ

てあります。そこをクリックすると，メールアドレスが表示されます。 

Ａ 本学ホームページの，研究者総覧からも調べることができます。 

  

ＱＱ  「「二二重重聴聴講講」」とと言言わわれれままししたたがが，，何何ののここととででししょょううかか？？ 

Ａ 同一ターム内の同一曜日・時限に，複数の科目を履修登録した場合のことです。 

複数の科目を同時に履修して単位を修得することはできませんので，履修したい1科目

以外は取り消しの手続きをしてください。 

なお，所属する学部・学科のカリキュラムによっては，二重聴講とならない場合があ

ります。詳しくは，所属する学部の学務係に相談してください。 

  
ＱＱ  実実際際はは火火曜曜１１限限にに授授業業をを行行っってていいるるののでですすがが，，時時間間表表上上はは月月曜曜１１限限ににああるるこことと

ににななっってていいまますす。。そそののたためめ，，月月曜曜１１限限にに他他のの科科目目をを登登録録ででききまませせんん。。 

Ａ 所属する学部の学務係に相談してください。    

  
  

79― ―



ＱＱ  シシララババススでで指指定定さされれてていいるる教教科科書書はは、、いいつつ購購入入すすれればば良良いいののででししょょううかか。。 

Ａ 英語や初修外国語などクラス指定がされている科目などは１回目の授業に間に合うよ

うに購入することが望ましいでしょう。 

抽選科目のように履修が直前まで決まっていな場合や，手動抽選のため１回目の授業

でも履修が決まっていない場合は，履修が許可されたことを確認後速やかに購入する

ようにしてください。 

 
（（２２））履履修修相相談談 
  
ＱＱ    外外国国語語履履修修科科目目申申告告書書でで希希望望ししたた初初修修外外国国語語をを，，他他のの初初修修外外国国語語にに変変更更ででききまま

すすかか。。 

Ａ  初修外国語履修相談室(３２ページ参照)で相談してください。 

 

ＱＱ  履履修修科科目目ににつついいてて相相談談ししたたいいここととががあありりまますす。。 

ＱＱ  外外国国語語科科目目ににつついいてて相相談談ししたたいいここととががあありりまますす。。 

Ａ 英語は２７ページ，初修外国語は３２ページに掲載の履修相談室で相談してください。

その他の科目は，それぞれの授業担当教員に相談してください。 

  
３３  成成績績  
 

ＱＱ  ここのの科科目目のの単単位位がが卒卒業業((進進級級))要要件件ににカカウウンントトさされれるるかか教教ええてて欲欲ししいいののでですすがが。。 

ＱＱ  授授業業のの内内容容はは異異ななるるののでですすがが同同一一のの科科目目名名でですす。。両両方方のの科科目目のの単単位位がが卒卒業業((進進
級級))要要件件ににカカウウンントトさされれるるででししょょううかか。。 

ＱＱ  科科目目名名はは異異ななりりまますすがが授授業業のの内内容容はは同同じじでですす。。両両方方のの科科目目のの単単位位がが卒卒業業((進進級級))
要要件件ににカカウウンントトさされれるるででししょょううかか。。 

Ａ  所属する学部の学務係で確認してください。 

  

ＱＱ  合合格格ししたたののでですすがが成成績績((点点数数))がが不不満満でですす。。取取りり消消ししたたいいののでですすがが。。 

Ａ 成績を取り消すことはできません。なお，学部によって単位修得済みの科目を再度履

修することについての取り決めがあります。所属する学部の学務係で確認してくださ

い。 

 

ＱＱ    成成績績ににつついいてて疑疑問問ががああるるととききはは，，どどののよよううににすすれればば良良いいののでですすかか。。 

Ａ  成績確認期間内の指定された受付期間内に，学務部教務課教育実施係に申し出てください。

その際所定用紙を記入の上，学務情報システムから「成績確認表」を出力(印刷)して，持参

してください。 

  なお，その回答に対し不服がある場合，不服を申し立てる制度があります。不服の申立につ

いては，学務部教務課教育実施係に申し出てください。（Ｇコード科目以外の授業科目につ

いては，所属学部の学務係へお問い合わせください。） 

  
４４  学学務務情情報報シシスステテムム 
 

ＱＱ  ロロググイインンででききまませせんん。。 

Ａ 入力したID，パスワードについて，大文字/小文字，全角/半角，文字を見誤ってない

か確認してください。 

・IDは半角英小文字と数字で入力してください。 

・IDでとパスワードをメモ帳やWordなど，文字が確認できるアプリ上で正しく文字が

入力されているか確認してみてください。正しく入力されている場合，入力した文

字列をコピー／貼り付けてください。 

・スマホで操作している場合はPCで，PCで操作している場合はスマホでログインでき

るか確認してください。どちらか一方でもログインできる場合は，システム的に問

題はありません。入力した文字を確認してください。 
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ＱＱ  パパススワワーードドをを入入力力ししたた際際，，入入力力ししたた文文字字ででははななくく「「●●」」がが表表示示さされれまますす。。 

Ａ 異常ではありません。そのまま続けてください。 

 

ＱＱ  パパススワワーードドをを変変更更ししたたののでですすがが忘忘れれままししたた。。 

Ａ 学生証を持って，所属する学部の学務係に申し出てください。 

 

５５  放放送送大大学学ととのの単単位位互互換換ににつついいてて 
 

ＱＱ  放放送送大大学学ととのの単単位位互互換換制制度度ににつついいてて教教ええててくくだだささいい。。 

Ａ 本学の学生が放送大学の授業科目を履修し，単位を修得することを認めるものです。 

学生が履修できる授業科目は，放送大学で開講する放送及び印刷教材による授業科目

のうち本学が認めた科目です。令和４年度に履修可能な放送大学の授業科目は，８４

ページを参照してください。 

 

ＱＱ  放放送送大大学学のの単単位位はは，，何何単単位位ままでで新新潟潟大大学学のの単単位位ととししてて認認めめらられれまますすかか？？ 

Ａ  8単位まで認められます。 

  

ＱＱ  放放送送大大学学のの科科目目をを履履修修すするるににははどどううすすれればば良良いいののででししょょううかか？？ 

Ａ 例年，第２学期の募集は７月頃，第１学期の募集は１２月頃，掲示や所属学部の学務

係を通して手続きを周知します。問い合わせ先は，教務課教育実施係です。 

 

６６  忘忘れれ物物・・盗盗難難  
 

ＱＱ  教教室室((総総合合教教育育研研究究棟棟))にに忘忘れれ物物ををししままししたたがが，，鍵鍵がが掛掛かかっってていいまますす。。  

Ａ 教務課教育実施係に申し出てください。「学生証」を預かり，引き換えに鍵を貸出し

ます。 

なお，実験室・体育館については，授業担当教員に問い合わせてください。 

 

ＱＱ  総総合合教教育育研研究究棟棟でで落落ととしし物物ををししままししたた。。  
Ａ 忘れ物・落とし物は，持ち主が確認できた場合のみ連絡します。 

総合教育研究棟の講義室内での落とし物，忘れ物は学生支援課学生係(総合教育研究棟

Ａ棟１階②番)窓口で保管しています。個人が特定できるものや貴重品以外は，④番窓

口近くの「忘れ物保管棚」で確認することができます。 

 

ＱＱ  落落ととししたた場場所所ががわわかかりりまませせんん。。  
Ａ 大学構内の落とし物は，学生支援課学生係で保管しています。また，各学部の学務係

でも，当該学部校舎内の落とし物を保管していますので，心当たりの学部の学務係も

訪ねてみてください。 

※落とし物は，時間が経ってから見つかることがあります。保管場所を訪ねて見つか

らなかった場合でも，時間をおいて確認してみてください。なお，落とし物の保管

期限は１年です。保管期限が過ぎたものは処分します。 

 

ＱＱ  学学生生証証ををななくくししたたととききははどどののよよううににすすれればば良良いいののでですすかか。。 

Ａ 速やかに所属する学部の学務係(医学部及び歯学部の第１年次学生は教務課)で再発行

の手続きをとってください。なお，再発行には所定の費用（2,200円程度）が必要です。 

 

ＱＱ  盗盗難難ににああっったたととききははどどののよよううににすすれればば良良いいののでですすかか。。 

Ａ 所属する学部の学務係又は，学生支援課学生係に届け出てください。 

残念なことですが，学内において盗難が頻発しています。現金，貴重品は常に身につけるなど各

自で対策をお願いします。特に体育実技の授業においては更衣室の鍵のかかるロッカーを利用す

るか，体育教員の指示に従って保管するようにしてください。 
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７７  そそのの他他 
 

ＱＱ  身身体体のの具具合合がが悪悪くくななっったたととききははどどののよよううににすすれればば良良いいののでですすかか。。 

ＱＱ  誰誰かか倒倒れれままししたた。。 

Ａ 学生支援課学生なんでも相談室(総合教育研究棟Ａ棟１階，025-262-7648)へ連絡して

ください。または，直接，保健管理センターへ行ってください。 

保健管理センターには医師，看護師が常駐しています。 

  

ＱＱ  授授業業中中ににけけががををししたたととききははどどののよよううににすすれればば良良いいののでですすかか。。 

Ａ 保健管理センターあるいは最寄の医療機関でけがの処置をした後，所属する学部の学

務係へ届け出てください。学生教育研究災害傷害保険等に加入している場合は，保険

金請求の手続きをすることが可能です。（５１ページ参照） 

  
ＱＱ  レレポポーートトのの提提出出先先ははどどここでですすかか。。 

Ａ  レポートの提出先は教員の指示を良く確認してください。提出先が「教務課レポートボッ

クス」となっている場合は，総合教育研究棟Ａ棟１階ロビー内に設置されている「レ

ポートボックス」に入れてください。レポートボックスには受付中の科目ラベルが貼

付されていますので，科目名・担当教員・提出期限等をよく確認し，間違いのないよ

うに十分注意してください。もし科目ラベルが無い科目は，提出期限が切れているか

提出先が違うことが考えられます。 

    
ＱＱ  資資料料配配付付ボボッッククススががああるるとと聞聞いいたたののでですすがが。。 

Ａ 総合教育研究棟Ａ棟１階ロビー内の「教務課レポートボックス」上に資料配付ボック

スが置かれています。 

  
ＱＱ  保保護護者者がが転転居居ししままししたた。。  ＱＱ  実実家家のの住住所所がが変変わわりりままししたた。。 

Ａ 速やかに，所属する学部の学務係に届け出てください。 

 

ＱＱ  総総合合教教育育研研究究棟棟のの外外のの掲掲示示板板にに掲掲示示ををししたたいいののでですすがが。。 

Ａ 学生支援課学生係に申し出てください。 

  
ＱＱ  課課外外活活動動等等でで総総合合教教育育研研究究棟棟をを利利用用ししたたいいととききははどどののよよううににすすれればば良良いいののでで  

すすかか。。 

Ａ 学生支援課学生係に申し出てください。 

 

ＱＱ  休休学学((又又はは退退学学))ししたたいいととききははどどののよよううににすすれればば良良いいののでですすかか。。 

Ａ 所属する学部の学務係に申し出てください。 

  

ＱＱ  ＣＣＡＡＰＰととはは何何でですすかか？？   

Ａ 履修登録できる上限単位数です。大学での授業科目は，1単位あたり45時間の学修を必

要とする内容をもって構成することが標準(大学設置基準第21条第2項及び新潟大学学

則第49条)とされています。そして，その計算の基準は，「講義及び演習については，

15時間から30時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって1単位」とし，「実験，

実習及び実技については，30時間から 45時間までの範囲で大学が定める時間の授業を

もって1単位」としています。例えば，30時間をもって1単位とする科目があったとす

ると，45時間から30時間を引いた15時間は授業時間外(教室外)の学修を必要とするこ

とを意味していますので，学生は自主的に学修を行い，学力の充実をはからなければ

なりません。授業時間外での学修時間を十分確保し，内実ある学修をなし得るように，

各学期において履修できる単位数の上限を定めているのがＣＡＰ制です。なお，ＣＡ

Ｐ制を施行している学部としてない学部があります。詳細は，所属する学部の学務係

で確認してください。 
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ＱＱ  ＧＧＰＰＡＡととはは何何でですすかか？？   

Ａ Grade Point Averageの略で，履修した授業の成績の平均を示す指標です。 

ＧＰＡを施行している学部としていない学部があります。詳細は，所属する学部の学

務係で確認してください。 
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 令和4年度に履修可能な放送大学の授業科目及び単位(公示)

発達心理学概論('17) 2 2 03  人文社会・教育科学(人文科学)  人文社会・教育科学(人文科学)

心理と教育へのいざない（'18） 2 2 03  人文社会・教育科学(教育人間科学)  人文社会・教育科学(教育人間科学)

コミュニケーション学入門（'19） 2 2 03  人文社会・教育科学(人文科学)  人文社会・教育科学(人文科学)

グローバル化時代の日本国憲法（'19） 2 2 03  人文社会・教育科学(法学)  人文社会・教育科学(法学)

経済社会を考える（'19） 2 2 03  人文社会・教育科学(経済学)  人文社会・教育科学(経済学)

新しい時代の技術者倫理('15) 2 2 03  自然科学(工学)  自然科学(工学)

総合人類学としてのヒト学（'18） 2 2 03  人文社会・教育科学(人文科学)  人文社会・教育科学(人文科学)

情報・メディアと法（'18） 2 2 03  人文社会・教育科学(法学)  人文社会・教育科学(法学)

人体の構造と機能（'22） 2 2 03  医歯学(医学)  医歯学(医学)

疾病の回復を促進する薬('21) 2 2 03  医歯学(医学)  医歯学(医学)

初歩からの宇宙の科学('17) 2 2 03  自然科学(理学)  自然科学(理学)

計算の科学と手引き（'19） 2 2 03  自然科学(理学)  自然科学(理学)

ダイナミックな地球('21) 2 2 03  自然科学(理学)  自然科学(理学)

問題解決の進め方('19) 2 2 03  情報リテラシー(情報リテラシー)  情報リテラシー(情報リテラシー)

社会と産業の倫理('21) 2 2 03  人文社会・教育科学(経済学)  人文社会・教育科学(経済学)

身近な統計（'18） 2 2 03  自然科学(理学)  自然科学(理学)

ビートルズde英文法('21) 2 1 02
 【平成23～31年度入学者】基礎英語
 【令和2年度入学者】「英語基礎Ｒ」、又は「基礎英語」

「英語基礎Ｒ」

グローバル時代の英語('22) 2 1 03

 【平成23～28年度入学者】アカデミック英語(リスニング)
 【平成29～31年度入学者】アカデミック英語L1及びL2
 【令和2年度入学者】「アカデミック英語入門Ｌ」、又は「アカ
デミック英語L1及びL2」

「アカデミック英語入門Ｌ」

英語で「道」を語る('21) 2 1 04
 【平成23～31年度入学者】発展英語
 【令和2年度入学者】中級コミュニカティブ英語

中級コミュニカティブ英語

教養で読む英語（'19） 2 1 05
 【平成23～31年度入学者】応用英語
 【令和2年度入学者】上級コミュニカティブ英語

上級コミュニカティブ英語

ドイツ語Ⅰ('19) 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

ドイツ語Ⅱ('19) 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

フランス語Ⅰ（'18） 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

フランス語Ⅱ（'18） 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

中国語Ⅰ('18) 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

中国語Ⅱ('18) 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

韓国語Ⅰ('20) 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

韓国語Ⅱ('20) 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

初歩のロシア語('22) 2 1 03  外国語ベーシックⅠ  外国語ベーシックⅠ

                                                                    令和3年12月7日　新潟大学教育・学生支援機構 教育プログラム支援センター    

　 ○上記の表について，平成22年度以前入学者の適用内訳は所属学部の学務係へ問い合わせてください。

　《初修外国語の扱い》
　　・経済学部夜間主コースの学生については，放送大学の「中国語Ⅰ」及び「中国語Ⅱ」を修得した場合は，本学の「初級中国語」
　　　とし，それぞれ１単位を要件単位に含めることができる。

導
入
科
目

基
盤
科
目

基
盤
科
目

（
外
国
語

）

放送大学の授業科目
(令和4年度)

単
　
位

新潟大学における取り扱い

認定

平成23年度～令和2年度に
入学した学生適用

令和3年度以降に
入学した学生適用単

位
水
準
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　上記入学者用の英語の開講形態は，〔表１〕のとおりです。
　平成２８年度以前入学者のうち，まだ卒業要件単位を満たしていない履修者は，〔表２〕のとおり履修することになります。
　なお，以下の履修方法により履修ができない場合や平成２２年度以前入学者は，所属学部の学務係に問い合わせてください。

〔〔表表１１〕〕開開講講形形態態表表

主な科目名
1コマの
単位数

履修
単位数

標準的な履修期 主な科目名
1コマの
単位数

履修
単位数

標準的な履修期

人文学部 4 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 4 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

教育学部 4 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 4 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

法学部 6 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 6 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

発発展展英英語語 2 2 第2年次第1学期 発発展展英英語語 2 2 第2年次第1学期

経済学部 4 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 4 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

経済学部 4 共共通通英英語語 1 1 第1年次第1学期 4 共共通通英英語語 1 1 第1年次第1学期

夜間主コース 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

発発展展英英語語 2 2 第2年次第1学期 発発展展英英語語 2 2 第2年次第1学期

理学部 2～6 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 第1年次第1学期 4 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 2-6 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

理理工工英英語語読読解解 1 第2年次第1及び2学期

医学部 4 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 4 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

医学科 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

実実践践英英語語 1 1 第1年次第2学期 実実践践英英語語 1 1 第1年次第2学期

医学部 4～6 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 4～6 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

保健学科 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

医医療療英英語語 2 2 第2年次以降（専攻により異なる）第1学期 医医療療英英語語 2 2 第2年次以降（専攻により異なる）第1学期

入入門門医医療療英英語語※※ 1 1 第1年次第2学期 医医療療英英語語ベベーーシシッックク 2 2 第1年次第2学期

歯学部 6 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 6 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

歯学科 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

発発展展英英語語 2 2 第2年次第1学期 発発展展英英語語 2 2 第2年次第1学期

歯学部 6 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 6 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

発発展展英英語語 2 2 第2年次第1学期 発発展展英英語語 2 2 第2年次第1学期

工学部 2～6 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 第1年次第1学期 4 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 2-6 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

理理工工英英語語読読解解 1 第2年次第1及び2学期

農学部 4 アアカカデデミミッックク英英語語（（リリーーデディィンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 4 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（リリススニニンンググ）） 1 1 第1年次第1学期 アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語（（ラライイテティィンンググ）） 1 1 第1年次第2学期 アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期 基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

創生学部 4 アアカカデデミミッックク英英語語RR11・・RR22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語LL11・・LL22 各0.5 1 第1年次第1学期

アアカカデデミミッックク英英語語WW 1 1 第1年次第2学期

基基礎礎英英語語 1 1 第1年次第2学期

〔〔表表２２〕〕標標準準的的なな履履修修方方法法（（平平成成２２３３～～２２８８年年度度入入学学者者用用  全全学学部部共共通通））

アカデミック英語（リスニング） 「アカデミック英語（リスニング）」の不足単位については「アカデミック英語L1・L2」の履修をもって充足する。

アカデミック英語（ライティング） 「アカデミック英語（ライティング）」の不足単位については「アカデミック英語W」の履修をもって充足する。

アカデミック英語（リーディング） 「アカデミック英語（リーディング）」の不足単位については「アカデミック英語R1・R2」の履修をもって充足する。

科目名 標準的な履修方法

学部・学科
卒業要件
単位数

平成23～28年度
卒業要件
単位数

令和元年度以前の【人文・教育・法・経済・医・歯学部】入学者および
令和２年度以前の【理・工・農・創生学部】入学者の英語の履修方法について

※※「「医医療療英英語語ベベーーシシッックク」」をを履履修修ししてて卒卒業業要要件件単単位位にに含含めめるるここととががででききるる。。

令和４年４月１日
　学　生　各　位

教育・学生支援機構教育プログラム支援センター

平成29～令和元年度（人文・教育・法・経済・医・歯学部）／
平成29～令和２年度（理・工・農・創生学部）

※平成30
年度以降
入学者は
指定無し

口腔生命福祉
学科
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１
単
位

（
１
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（
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）

ロ
シ
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語
，
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マ
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，
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語

朝
鮮
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８
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位
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２
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ム
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Ⅰ
Ｂ

２
単
位

８
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位
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期
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Ⅱ

４
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位
（
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2
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期
第

３
，
４
タ
ー

ム
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
Ⅱ

４
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（
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２
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ー
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Ａ

２
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位

ロ
シ
ア
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，
中
国
語
，

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ス
Ｂ

（
１
コ
マ
）

朝
鮮
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教
育
・
学
生
支
援
機
構
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
セ
ン
タ
ー

学
　
生
　
各
　
位
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和

４
年

４
月

１
日

ク
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ー
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ー
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導

入
に
伴

う
初

修
外

国
語

の
開

講
形

態
の
変

更
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つ
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ク
ォ
ー
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ー

制
導

入
に
伴
い
，
初

修
外

国
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の
開
講
形
態
が
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

単
位

（
週

コ
マ
数
）

単
位
（
週
コ
マ
数
）
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は，休業(講)日を示す。 は，授業振替日を示す。

( )は，試験日を示す。 下線は，補講日等を示す。

    第第１１学学期期 第第２２学学期期                

日日 月 火 水 木 金 土土 事　項　 日日 月 火 水 木 金 土土 事　項

1 22 11

33 4 5 6 7 8 99 22 3 4 5 6 7 88

1100 11 12 13 14 15 1166 99 1100 11 12 13 14 1155

1177 18 19 20 21 22 2233 4/4入学式，4/5～6ガイダンス 1166 17 18 19 20 21 2222 10/3　秋季入学式，ガイダンス

2244 25 26 27 28 2299 3300 2233 24 25 26 27 28 2299

3300 31

11 2 33 44 55 6 77 1 2 33 4 55

88 9 10 11 12 13 1144 66 7 8 9 10 11 1122

1155 16 17 18 19 20 2211 1133 14 15 16 17 18 1199

2222 23 24 25 26 27 2288 2200 21 (22) 2233 24 (25) 2266

2299 (30) 31 2277 (28) 29 (30)

1 (2) (3) 44 6/1　開学記念日 (1) 2 33

55 6 (7) (8) 9 10 1111 44 5 6 7 8 9 1100

1122 13 14 15 16 17 1188 1111 12 13 14 15 16 1177

1199 20 21 22 23 24 2255                        1188 19 20 21 22 23 2244 1122//2277  授授業業日日・・金金曜曜日日授授業業振振替替

2266 27 28 29 30 2255 26 27 28 29 30 3311 12/28～1/6　冬期休業

1 22 11 22 3 4 5 6 77

33 4 5 6 7 8 99 88 99 10 11 12 13 1144

1100 11 12 13 14 15 1166 1155 16 17 18 19 20 2211

1177 1188 19 20 21 22 2233 2222 23 24 25 26 27 2288

2244 25 26 27 28 29 3300 2299 30 31

3311

1 (2) (3) (4) (5) 66 1 2 3 44

77 (8) 9 10 1111 12 1133 8/11～9/30　夏期休業 55 6 (7) (8) (9) (10) 1111

1144 15 16 17 18 19 2200 1122 (13) 14 15 16 17 1188

2211 22 23 24 25 26 2277 1199 20 21 22 2233 24 2255

2288 29 30 31 　 2266 27 28

1 2 33  　　　　　 1 2 3 44

44 5 6 7 8 9 1100 55 6 7 8 9 10 1111 3/11～3/31　春期休業

1111 12 13 14 15 16 1177 1122 13 14 15 16 17 1188

1188 1199 20 21 22 2233 2244 9/20　秋季卒業式 1199 20 2211 22 23 24 2255 3/23　卒業式

2255 26 27 28 29 30 2266 27 28 29 30 31

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

　昼間コース 　夜間主コース

　　1限　　　　8:30 ～ 10:00 　　6限　18:05 ～ 19:35

　　2限　　　 10:15 ～ 11:45 　　7限　19:45 ～ 21:15

　　ｵﾅｰｽﾞ･ﾀｲﾑ 11:55 ～ 12:45

　　3限　　　 12:55 ～ 14:25 ※オナーズタイム（H・T）は，原則として副専攻等における授業時間帯とする。

　　4限　　　 14:40 ～ 16:10

　　5限　　　 16:25 ～ 17:55

１月

９月  ３月 

令令和和４４年年度度新新潟潟大大学学授授業業暦暦

10月

 ５月 11月

６月 12月

1/13,16大学入学共通テス
ト準備・復元のため休講

８月 ２月

 ４月 

７月

授業週数 授業週数

第１ターム 第３ターム

第２ターム 第４ターム

第２ターム
6月13日～8月8日

第３ターム
10月3日～12月1日

第４ターム
12月5日～2月13日

第１ターム
4月7日～6月8日

学務部の主な相談窓口 

課   名 相 談 内 容 電 話 番 号 

 
 

教 務 課  

Ｇコード科目の履修手続き，試験及び

成績に関すること。 
０２５（２６２）６３０７ 
０２５（２６２）６３０８ 

 教職支援に関すること。 
０２５（２６２）５５１２ 
０２５（２６２）５５２４ 

 
課外活動及び施設使用申し込みに関す

ること。 
０２５（２６２）７５０６ 

 奨学金に関すること。 ０２５（２６２）７３３７ 

 授業料免除に関すること。 ０２５（２６２）６０８９ 

学 生 支 援 課  学生寮に関すること。 ０２５（２６２）６０９１ 

 
学生相談に関 
すること。 

学生なんでも相談室 
※１ 

０２５（２６２）７５２４ 

学生支援相談ルーム 
※２ 

０２５（２６２）５４７７ 

特別修学サポートルー

ム※３ 
０２５（２６２）６３００ 

キャリア支援課  進路情報及び進路相談に関すること。 ０２５（２６２）６０８７ 

入 試 課  入学者の選抜に関すること。 ０２５（２６２）６０７９ 

留学交流推進課  
留学に関すること。 
留学生に関すること。 

０２５（２６２）７６３１ 
０２５（２６２）７６２７ 

（備考）次の質問等は，所属する学部の学務係で相談してください。 
① 授業科目の卒業要件単位の取得方法について 
② 授業料の支払い方法について 

（授業料免除については，学生支援課で相談を受け付けています。） 
 

※１～※３の詳細は，新潟大学ホームページ＞学生生活＞学生相談窓口から以下のＵＲＬで参照くだ

さい。https://www.niigata-u.ac.jp/campus/life/consultation/ 
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